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足 立 区 ・
墨

田 区
共 同企 画

展 仮名手本
忠臣蔵の世界

第1 部　足立区立郷土博物館 ※ 月曜休館
足立区大谷田5- 20- 1 　3620- 9393

仮名手 本忠 臣蔵の世界 「描 かれた四十七士」

会期　前期=5月16日( 日) ～30日( 日)
後期=6月1日( 火) ～13日( 日)

* 作品の入れ替
え を 行 い ます

入館料・・・一 般200 円/ 小・中学生100 円/団 体( 20 人以上) 半額
交通… 常 磐線「亀有駅1 から東武バ スr 六ツ木団鑞, 杆声
大 谷 田5 丁 目 下 車 また は 「博 物 館 経由 六 ツ 木 都 住 」 行 き足

W櫺土博 物館前下車

第2 部　すみだ郷土文化資料館 ※ 月曜休館
墨田区向島2- 3- 5 　5619- 7033

仮名手本忠 臣蔵の世界「本所大乱」
会期　前期=11月19日( 金) ～12月3日( 金)

後期=12月4日( 土) ～19日( 日)
*作品の入れ替
えを行います

入館料…一般100円/中学生以下無料/団体( 20人以上) 80円
交通・・・東武線 「檗平僑駅」下車 または都営浅草 線「本所吾
妻橋駅」下車

「
忠
臣
蔵
L
の
義
士
劇
は
、
実
際
の
赤
穂
浪
士
た
ち
の
切

腹
後
、
時
を
置
か
ず
に
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品

と
し
て

、
今
日
最
も
有
名
な
の
は
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

で
す
。
大
阪
の
竹
本
座
で
ま
ず
人
形
浄
瑠
璃
と
し
て
演
じ

ら
れ
、
の
ち
に
歌
舞
伎
化
さ
れ
て
大
評
判
と
な
り
ま
し
た
。

時
代
を
南
北
朝
時
代
と
変
え
、
主
な
登
場
人
物
も
変
名

で
登
場
し
て
い
ま
す
。

四
季
の
変
化
の
な
か
で

、
武
士
・
商
人
・
農
民
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
世
界
層
の
な
か
で
の

、
情
、
義
、
恋
、
死
が

ド
ーフ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
描
か
れ
、
ま
さ
に
、
大
河
ド
ーフ
マ
と

し
て
完
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

忠
臣
蔵
の
浮
世
絵

「
忠
臣
蔵
」
が
劇
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
浮
世
絵
化
も
進
み
ま
す
。

広
咀
、
北
斎
、
国
貞
な
ど
浮
世
絵
固

の
第
一
人
者
が
競
っ
て
作
品
を
生
み
出

し
ま
し
た
。

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
は
、
大
序
(
初

段
)
の
「
兜
改
め
の
場
」
か
ら
十
二
段
-

引
き
上
げ
の
場
」
ま
で
の

、
十
二
の

場
面
に
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
芝
居
場
面
を
は
じ
め
、
義
士
を
屁

じ
る
役
者
絵
は
も
ち
ろ
ん
、
は
て
は
忠

臣
蔵
に
兄
立
て
た
美
人
画
、
戯
-画
な
ど

も
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
行
き
ま
す
。

忠
臣
蔵
と
浮
世
絵
は
深
く
結
び
つ
き
、

お
互
い
を
刺
激
し
て
大
き
く
発
展
さ
せ

る
役
割
を
袒
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

屏
物
館
の
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
に
も
、
忠
臣
蔵
浮
世
絵
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

忠
臣
獸
の
史
跡
、
吉
良
邸
跡
を
区
内

に
持
つ
、
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
と

の
共
同
企
画
で
す
。
双
方
の
館
の
持
つ

資
料
を
合
体
さ
せ
、
巡
回
す
る
展
示
で

す
が
足
立
区
が
最
初
に
閧
催
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
。

無

料公

開

日

の

映

画

会

展
示
と
映
画
を

楽
し
も
う

日
時
卜
6
月
1
2
日
(
第
2
土
曜
旦
、午

前
H
時
内
容
り
浮
世
絵
・
囗
本
の
こ

こ
ろ
(
3
0
分
)
/
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
(
1
2

分
)
場
・
問
先
卜
足
立
区
立
郷
土
博

物
館
`
一
一
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

▲ 歌川国直
新板浮絵忠臣蔵初段之図　文化9年～天保15年( 1812～1844)

▲ 歌川豊国
浮絵忠臣蔵七段目之図　製作年代不明

▲ 歌川国直

新板浮絵忠臣蔵十段目之図　文化9年～天保15年( 1812～1844)

入

居

者

募

集

・
あ
き
家
都
営
住
宅
(
地
元
割
当
)

・
あ
き
家
区
営
住
宅
(
一
般
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
)

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
卜
5

月
2
1
日
～
2
8
日
(
土
・
日
曜
日
は
除

く
)

申
込
用
紙
配
布
場
所
卜住
宅
管

理
係
(
期
間
中
配
布
)
、
各
区
民
事
務
所
(

予
定
枚
数
に
達
し
次
第
配
布
終
了
)

※
募
集
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、吊
込

用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」を
ご
覧
く
だ

さ
い

問
先
卜
住
宅
管
理
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足
立
区
道
路
占
用
料
等

徴
収
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

「
足
立
区
道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例
」

と
「
足
立
区
公
共
溝
渠
管
理
条
例
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。い
ず
れ
も
H

年
4
月
1
日
よ
り
施
行
し
て
い
ま
す
。

改
正
内
容
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
道
路
管

理
課
占
用
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

春
の
行
政
相
談

週
間
5
/
1
6
～
2
2

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
や
J
R
、N
T
T

な
ど
の
仕
事
に
対
し
、
苦
情
や

意
見
、
要
望
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の

よ
ろ
な
と
き
に
は
、
行
政
と
住
民
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
余
戮
芹
長
官
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
(
下
表
)
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
次
の
と
こ
ろ
で
も
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

・
「
行
政
苦
情
1
1
0
番
」(
総
務
庁
関

東
管
区
行
政
監
察
局
)

`
一
一
(
3
2
1
3
)
1
1
0
0
　
　
　
　

原
(
3
2
1
4
)
2
3
1
0

・
東
京
総
合
行
政
相
談
所
(
西
武
デ
パ

ー
ト
池
袋
店
7
落
、
休
業
囗
以
外
毎
日

受
付
)

昔
(
3
9
8
7
)
0
2
2
9

行政相談委員一覧

し
ょ
う
ぶ
の
季
節

施
設
見
学
会

日
時
卜
▽
個
人
コ
ー
ス
…
6

月
1
1
1
1

一
日

、1
5

日

、1
9日

マ
団
体
コ
ー
ス
・・・
6
月
1
2

日

、1
6日

、1
7日

、1
8
日

※
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
4
時

対
象
卜
区
民
定
員
卜
各
日
2
3
人
(
抽

選
)
※
団
体
は
1
5
人
以
上
費
用
卜

無
料
申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
日

(
第
2
希
望
ま
で
可
)
、参
加
者
全
劬

(
3
人
ま
で
、団
体
は
代
表
者
)
の
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
气
「施
設

見
学
会
」と
明
記
期
限
卜
5
月
2
4
日

必
着
申
・
問
先
川
広
報
課
-
y
1
2
0
・

8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
―

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

見
学
会
コ
ー
ス

区
役
所
集
合
(
団
体
は
希
望
場

所
)
～
し
ょ
う
ぷ
沼
公
園
～
花

畑
記
念
庭
園
。桜
花
亭
(
1
7
日

は
郷
土
博
物
館
)
～
あ
だ
ち
再

生
館
(
1
5
日
は
生
物
園
)
～
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
川
日
、1
2

日

、
同
日
は
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
)
～
集
合
場
所
に
て
解
散

ご
報
告
と
お
わ
び

去
る
4
月
2
2日
、
足
立
区
の
区
民
保

養
所
利
用
者
の
個
人
デ
ー
タ
が
悪
用
さ

れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
区
民
の

皆
さ
ん
に
は
、
多
大
な
ご
迷
愿
と
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

区
で
は
、
こ
の
こ
と
を
深
く
反
省
し
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、

検
討
組
織
を
設
け
、
再
発
防
止
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。足

立

区

長

◎ 間違い電話をかけていませんか　 区役所代表は 　3880- 5111 ㈹
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

8
0歳
で
2
0本
の
歯
を
保
と
う

・
4
0
歳
～
6
0歳
ま
で
の
方

節
目
健
診
に
お
け
る
歯
周
病
予
防
ク

リ
ニ

。ク
奮
耆
処
方
、
お
よ
び
現
在

歯
ぐ
き
が
は
れ
て
い
る
な
ど
の
急
性
症

状
の
あ
る
方
は
受
診
で
瘴
歪
せ
ん
。

期
間
卜
1
2年
3
月
3
1日
ま
で

場
所
卜

区
内
実
施
歯
科
医
院

内
容
卜
歯
周
病

等
の
歯
科
健
診

定
員
卜
千
人
(
先
着

順
)

申
込
H
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月

日
、
年
齢
、
性
別
、電
話
番
号
、「
歯
周

痾
健
診
希
芦

と
明
記

※
後
日
、
受

診
罘
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
卜
保

健
予
防
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本

町
I
-
1
7
1
1

・
2
0
歳
～
3
9歳
ま
で
の
方

日
程
等
卜
表
―

内
容
H
歯
周
訶
等
の

歯
科
健
診
、健
康
教
育
、相
談

定
員
卜

各
3
5人
(
先
着
順
)

申
込
H
希
望
日

を
選
び
電
話

表1　20歳～39歳までの方の歯周病健診日程

※ 受付時間はいずれも午後1時15分～2時30分

食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)
無
料

□
「体
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
」ダ
イ
エ
ッ
ト

日
時
卜
5
月
1
8
日
脚
、午
後
1
時
3
0
分

A
時
3
0
分
/
2
1
日
窗
、午
前
9
時
3
0

分
～
H
時
3
0
分
内
容
卜
減
量
を
続
け

る
た
め
の
食
生
活
/
自
宅
で
で
き
る
簡

単
体
操

定
員
卜
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
卜
電
話

塲
・
申
・
問
先
H
千
住

保
健
所

登
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

圏
食
物
セ
ン
イ
を
た
っ
ぷ
り
と
る
法

日
時
卜
5
月
1
9日
團
・
2
1日
窗
。い
ず

れ
も
午
後
L
時
萢
万
A

時
3
0分

内

容
卜
上
手
に
セ
ン
イ
を
と
る
献
立
の
工

夫
/
気
軽
に
で
瀲
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

ほ
か

定
員
目
3
0人
(
先
着
順
)

申

込
口
電
話

場
・
申
・
問
先
日
中
央
本

町
保
健
相
談
所

登
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

・
知
っ
て
得
す
る
骨
づ
く
り
の
コ
ツ

日
時
卜
5
月
2
6日
團
、
午
後
1
時
3
0分
A

時
3
0分
/
2
8
E窗
、
午
前
1
0時
～

正
午

内
容
卜食
べ
物
か
ら
の
カ
ル
シ

ウ
ム
足
り
て
い
ネ
7
か
/
骨
を
丈
夫
に

す
る
た
め
の
食
生
活
と
運
動

定
員
卜

3
0人

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問

先
卜東
和
保
健
相
談
所

`
‘
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

・
ガ
ン
予
防
と
食
生
活

日
時
卜
6
月
2
日
團
・
9
日
團
、
い
ず

れ
も
午
後
1
時
迴
旱
3

時
3
0分

内

容
卜
買
い
物
の
コ
ツ
/
献
立
の
工
夫
/

く
ら
し
と
運
動

定
員
H
3
0人
(
先
着

順
)

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問

先
卜
足
立
保
健
所
栄
養
指
導

a
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

食
品
衛
生
講
習
会
を

〝出
前
〟
し
ま
す

食
中
毒
や
食
品
添
加
物
、D
N
A
組

換
え
食
品
な
ど
、食
品
の
安
全
性
や
衛

生
に
関
心
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
学
習
会

に
食
品
衛
生
監
視
員
が
講
習
に
行
癶
汲

す
。
ま
た
、
食
品
衛
生
に
関
し
た
ビ
デ

オ
も
無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い
李
y
。

対
象
卜
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

費

用
卜
無
料

申
・
問
先
卜
足
立
保
健
所

食
品
衛
生
係

a
(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(直
通
)

千
住
保
健
所a

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

高
脂
血
症
予
防
教
室
(
2
日
制
)
無
料

日
時
日
5
月
2
6日
團
・
3
1日
側
、
い
ず

れ
も
午
後
恚
唱
芬
A

時
3
0分

内

容
卜
高
脂
血
症
と
は
/
生
活
の
中
に
遅

勣
を
/
食
事
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減

ら
夛
工
夫
/
中
高
年
の
歯
と
健
康

定

員
卜
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
東
和
保
健
相
談
所

a
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

親
子
で

作
ろ
う
・
遊
ぼ
う

(
2
日
制
)

幼
児
向
き
の
楽
し
い
運
動
と
お
や
つ

つ
く
り
に
観
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
卜
5
月
1
9
日
困
・
3
1
日
㈲
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
卜
3
～

5
歳
の
幼
児
と
保
護
者

内
容
H
な
か

よ
く
作
る
幼
児
の
お
や
つ
(
エ
プ
ロ
ン

ータ
オ
ル
持
参
)
/
遊
び
と
運
動

定

員
卜
1
5組

費
用
卜
無
料

申
込
日
電

話

場
・
申
・
問
先
卜江
北
保
健
相
談

所

昔
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

調
理
体
験
教
室
と

地
域
栄
養
士
講
習
会

・
調
理
体
験
教
室
「
骨
を
丈
夫
に
」

日
時
卜
5
月
2
6
日
南
、午
後
2
時
～
4

時

定
員
卜
2
5人
(
先
着
順
)

費
用
卜
3
0
0

円
(
材
料
費
)

・
地
域
栄
養
士
講
習
会
「
え
ん
下
食
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

積
極
的
な
健
康
増
準
を
図
る
た
め
、

各
職
場
、
在
宅
で
対
応
し
て
い
た
だ
ぐ

た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
時
卜
6
月

2
6日
出
、
午
後
2
時
～
5
時

対
象
卜

区
内
在
住
、
在
動
の
栄
養
士

講
師
卜

金
谷
節
子
氏
(
三
方
原
病
院
)

定
員
目
8
0

人

費
用
目
無
料

期
限
H
6
月
1
0
　

-
い
ず
れ
も
卜

場
所
目
青
年
セ
ン
タ
ー

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
卜
足
立
保
健
所
栄
養
指
導

合
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

6
月
3
日
現
在
で
、「
国
民
牛
活
基
礎

調
李

を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
の
目

的
は
、
お
年
寄
り
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
、

す
べ
て
の
方
が
明
る
く
豊
か
に
暮
ら
す

た
め
に
、
保
健
・
医
療
・
福
早

年
金
な

ど
、
国
民
の
皆
や
ら
の
生
活
や
健
康
の

実
態
翦
咒
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
調

査
結
果
は
、国
の
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
と
な
ひ
ま
す
。

調
査
対
象
世
帯
に
は
、
5
月
中
に
調

査
員
が
訪
問
し
て
調
喜
蚕
ど
を
お
配

り
し
ま
す
。
6
月
3
日
以
降
、
再
び
調

査
員
が
訪
問
し
、
調
査
項
目
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
う
凡
で
、
調
査
票
を
回
収

し
ま
す
。
な
お
、
今
回
対
象
と
な
っ
た

世
帯
の
一
部
に
つ
い
て
、
7
月
以
降
に

所
得
に
関
す
る
調
杏
な
ど
で
、
改
め
て

訪
問
す
る
こ
と
が
あ
n
ま
す
の
で
、
あ

わ
せ
て
'」協
力
を
お
願
い
に
ま
す
。

問
先
卜
千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

2
・
3

面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
Q
&
A

第9 回

介
護
支
援
専
門
員

Q
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
)
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
す

る
人
で
す
か
。

A
介
護
支
援
専
門
員
と
は
介
護
保
険

法
施
行
に
向
け
て
生
ま
れ
た
新
た

な
資
格
で
す
。
介
護
聚
必
要
温
灸
ズ

お
よ
び
家
族
の
要
望
・
心
身
の
状
況
な

ど
に
応
じ
て
適
切
な
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
回
(
ヶ
ア
プ
ラ
ン
)
」
を
作
成
し
ま

す
。そ
の
ほ
か
。「
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
と
の
連
絡
調
整
」「
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

管
理
」「
必
要
に
応
じ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

見
直
し
」「
要
介
護
者
・
そ
の
家
族
に
対

す
る
情
報
提
供
や
費
用
の
説
明
」
を
行

い
ま
す
。
ホ
旡
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
に
限
ら
ず
、
保
険
対
象
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用

者
の
自
立
を
支
援
し
李
歹
。

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
取
得
の
た

め
に
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分

野
で
通
算
5
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

し
、
都
道
府
県
の
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
に
合
格
後
、
演
習
方

式
を
主
体
と
し
た
実
務
研
修
夲
蓚
了
す

る
必
要
が
あ
ひ
嫐
歹
。
昨
年
の
第
1
回

の
試
験
で
は
足
立
区
在
動
者
で
約
2
8
0人

鋩
裾
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
は
、
第
1
回
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
が
‥囗
年
了

月
2
5日
令
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
詳

細
は
5
月
1
日
号
の
■
示
都
の
広
報
紙

で
発
表
さ
れ
、5
月
了
日
か
ら
区
・
介

護
保
険
課
窓
口
お
よ
び
各
福
祉
事
務

所
・
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
「
受
験

の
手
引
」
灸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

(介
護
保
険
課
)

特別区制度改革

特別区が共同処理で
行う仕事

清掃シリーズ「清掃工場( 2)」

足立清掃工場のプラント更新

都
は
9
年
1
2月
、
循
環
型
社
会
の
実

現
奮
の
ざ
し
て
、「
東
京
都
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
(
東
京
ス
リ
ム
プ
ラ
ン
2
1
)

」を
策
定
し
ま
し
た
。
足
立
清
掃
工

場
の
プ
ラ
ン
ト
更
新
は
、
こ
の
計
画
に

築
つ
き
、
煙
突
か
ら
出
る
排
ガ
ス
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
削
減
を
図
る
ほ
か
、

灰
溶
融
施
設
の
整
備
に
よ
隠
現
却
灰
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
お
よ
び
最
終
処

分
量
の
削
減
対
策
を
進
め
て
い
く
も
の

で
す
。

プ
ラ
ン
ト
更
新
の
実
施
に
あ
た
っ
て

都
は
、
①
環
境
と
の
共
生

②
資
振
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環

③
地
域
と
の
調

和
を
3
つ
の
柱
と
し
た
基
本
理
念
を

「
グ
リ
ー
ン
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
」
と
名
付

け
、
新
し
い
環
境
を
創
り
出
す
事
業
と

し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
足
立

清
掃
工
場
の
プ
ラ
ン
ト
更
新
は
、
既
設

の
建
物
沮
籥
補
強
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
し
て
で
き
る
謚
混
用
し
、
焼
却
炉

を
一
部
稼
働
さ
せ
な
が
ら
エ
事
を
行
い

ま
す
。1
2年
4
月
の
清
掃
事
業
移
管
後

は
、
特
別
区
で
つ
く
る
予
定
の
「(
仮

称
)
清
掃
一
部
事
務
組
合
」が
引
き
継
い

で
工
事
を
行
い
ま
す
。

・
プ
ラ
ン
ト
更
新
の
概
要

焼
却
能
力
は
、
現
在
は
日
量
8
8
0
t
(
2
2
0
t

炉
×
4
基
の
う
ち
現
在
2
基
が

稼
働
中
)
で
す
か

、
更
新
後
は
区
の
ご

み
量
に
見
合
っ
た
日
暈
7
0
0
t
(
3
5
0
t

炉
×
2
基
)
に
な
口
ま
す
。灰
溶
融
施
設

は
日
暈
1
3
0
t
(
6
5
t
x
2
基
)
が
新
設
に

な
n
ま
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
排

出
基
準
の
L
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
凵

ナ
ノ
グ
ラ
ム
(
L
チ
ノ
は
1
0億
分
の
1
)

以
下
萱
場
守
し
康
司

そ
の
他
9
(
気

汚
染
物
質
に
つ
い
て
も
、
法
規
制
値
よ

り
厳
し
い
自
己
規
制
値
を
設
定
し
、
こ

れ
を
遵
守
し
ま
す
。

全
体
の
工
事
期
間
は
、1
1年
卜一
月
か

ら
1
6年
1
0月
の
予
定
で
、
最
初
の
1
炉

が
1
4年
秋
ご
ろ
し
ゅ
ん
工
予
定
で
す
。

・
灰
溶
融
施
設
と
は

焼
却
灰
や
ろ
過
式
集
じ
ん
機
で
集
め

た
飛
灰
を
灰
溶
融
炉
で
、
燃
料
や
電
気

盒
娶
罟
し
て
、
千
瑳
苡
上
の
高
温

で
加
熱
し
、
ガ
ラ
ス
状
の
ス
ラ
グ
に
す

る
設
備
で
す
。
高
温
で
加
熱
処
琿
歹
る

こ
と
に
よ
り
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
膏
分
解

し
、
灰
の
体
瑞
石
約
7
芬
の
1
に
減
ら

し
ま
す
。
焼
却
と
灰
溶
融
に
よ
っ
て

ご
み
の
体
積
は
約
4
0分
の
F
に
減
り
、

最
終
処
分
場
の
延
命
化
に
も
寄
与
す
る

こ
と
に
な
ひ
ま
す
。

問
先
卜
都
・
足
立
清
掃
工
場

き
(
3
8
5
9
)
4
4
7
5

ま
な
は
区
・
移
管
準
備
扣
当
課

プ
ラ
ン
ト
更
新
工
事
に
伴
う
「
生
活
環
境

影
響
調
査
書
」の
公
示
・
縦
覧
と
説
明
会

里
只
都
廃
棄
物
の
処
餮
谷

再
利
用

に
関
す
る
条
例
に
基
弓
き
、5
月
2
5日

に
生
活
環
境
影
響
調
査
書
を
公
示
し
、

次
の
と
お
り
縦
覧
す
る
と
と
も
に
都
・

清
掃
局
に
よ
る
説
明
会
を
閧
催
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
書
の
内
容
に
つ
い
て
意
見

書
夲
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
縦
覧
・
説
明
会

縦
覧
期
間
日
5
月
2
6
日
～
6
月
2
4
日

(
土
・
日
曜
日
砦
隊
く
)
、午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時
3
0
分
縦
覧
場
所
卜

区
・
環
境
課
/
都
・
清
掃
局
工
場
建
設

部
建
設
計
画
課
(
都
庁
第
二
本
庁
舎
9

階
)
/
都
・
足
立
清
掃
工
場
/
都
・
足

立
東
清
掃
事
務
所
/
都
・
足
立
西
清
掃

事
務
所

※
な
お
、
調
査
書
は
中
央
図

書
館
、
伊
興
図
書
館
、
竹
の
塚
図
書
館
、

花
畑
図
書
館
で
畆
蘭
覧
で
き
祟
す

説
明
会
会
場
等
日
マ
西
保
木
間
小
学
校

…
5
月
2
6日
團

▽
東
伊
興
小
学
校
・
:
5

月
2
7日
團

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
7
時
～
8
時
叩
分
、
お
車
で
の
来
場

咲

」遠
鳳
く
だ
さ
い

・
意
見
書
の
提
出

期
間
卜
5
月
%
一
日
I
7
月
9
日
提
出

先
H
都
・
清
掃
局
工
場
建
設
部
建
設
計

画
課
-
I
-
S
S
6
3

・
8
0
0
1

新
宿
区
西
新

宿
2
-
8
-
11

い
ず
れ
も
卜

問
先
卜
都
・
清
掃
局
工
場
建
設
部
建
設

計
画
課

昔
(
5
3
2
0
)
5
8
6
9

ま
た
は
区
・
環
境
課

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
7
)

昭
和
4
0年
に
出
さ
れ
た
「
同
対
審
答

申
」
の
精
神
を
実
現
す
る
た
め
、
昭
和

迴
不
月
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
特
別
措
置

法
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
協
力
し

て
、
牛
活
環
境
の
改
善
、
社
会
福
祉
の

増
進
、
産
業
の
振
興
、
職
業
の
安
定
、

教
育
の
充
実
、
人
権
擁
護
活
動
の
強
化

等
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
地
域

の
住
民
の
社
会
的
経
済
的
地
位
の
向
上

を
不
当
に
は
ば
ん
で
い
る
諸
要
因
を
解

消
し
て
い
く
'
にと
を
め
ざ
し
た
も
の
で

す
。そ

こ
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、

同
和
問
題
解
決
の
た
め
、
啓
発
普
及
活

動
を
は
じ
め
と
し
て
、
牛
活
の
安
定
と

福
祉
潟

走

目
的
と
し
た
各
種
の
施

策
を
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
婚
や

就
職
差
別
、
差
別
文
書
の
発
行
な
ど
社

会
的
に
不
公
正
な
事
象
は
な
く
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
特
別
措
置

法
は
、
1
0年
の
期
間
を
定
め
た
法
律
で

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
の

ざ
し
て
、
さ
ら
に
3
年
間
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
相
当
へ
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ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

・
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ
保
険
診
療
に

よ
る
医
療
費
の
自
己
負
扣
芬
を
助
成
し

ま
す
。該
当
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。対
象
卜
区
内
に
住
所
が
あ
り
、

国
保
や
社
会
保
険
等
の
医
療
保
険
の
加

入
者
で
、次
に
あ
て
は
ま
る
児
童
(
1
8

歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
の
方
お

よ
び
2
0
歳
未
満
で
中
程
度
以
上
の
障
害

の
あ
る
児
童
蚕
含
む
)
と
、そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
ひ
芸
竸
家
庭
の
方

…
父
母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
、

重
度
障
害
、法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
`

曹
れ
て
い
る
/
父
が
い
な
い
(
母
が

婚
姻
に
よ
ら
ず
生
ま
れ
た
児
童
で
父
の

扶
養
が
な
い
)

※
心
身
障
害
者
医
療

受
給
者
、
生
活
保
護
受
給
者
、
児
童
福

祉
施
設
入
所
者
、
所
得
が
限
度
額
以
上

の
方
は
除
き
ま
す

申
・
問
先
U
児
童

医
療
係

・
ひ
と
り
親
家
庭
ヘ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
ま
す

対
象
日
児
童
育
成
手
当
(
「
障
害
壬
戸

の
み
は
除
く
」
受
給
資
格
者
で
、
小
学

生
以
下
の
児
童
蚕
養
育
し
て
い
る
ひ
と

ひ
親
家
庭

内
容
卜
親
ま
た
は
小
学
生

以
下
の
子
供
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
と

き
、家
事
や
育
児
を
手
伝
つ
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
よ
蒼
逧
(
長
期
疾
病
・
入
院
等

は
対
象
外
)
/
1
度
の
申
請
で
3
回
以

内
、年
間
2
0
回
ま
で
/
午
前
7
時
～
午

後
7
時
の
間
で
連
続
8
時
間
ま
た
は
4

時
間
を
I
回
と
す
る

申
込
卜
診
察
券

な
ど
の
疾
病
等
を
証
明
で
き
る
も
の
と

印
鑑
夲
痔
参
し
、
介
護
券
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
(
緊
急
の
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
電
話
申
し
込
み
に
よ
ひ
代
理
の

方
の
来
所
可
)

申
・
問
先
卜
児
童
手

当
係
、
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

・
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
助
成
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た

熱
川
、
軽
井
沢
な
ど
H
力
所
の
国
民

宿
舎
と
区
施
設
の
保
養
所
・
校
外
施

設
・
野
外
活
動
施
設
8
ヵ
所
が
低
額
尽

料
金
で
利
用
で
膏
稾
す
。
年
度
内
国
民

愆
に
と
区
施
設
と
2
舒
で
2
泊
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。
対
象
卜
母
子
ま
た

は
父
子
家
庭
の
方
で
児
童
育
成
手
当
受

給
者
の
方
助
成
額
日
▽
国
民
宿
舎
・
:

―
泊
に
つ
き
大
人
6
千
4
9
0
円
、
尖
(
3

歳～
小
学
生
)
5
千
7
7
0
円
を
限
斈
と
し

て
助
成
y
区
施
設
二
泊
に
つ
き
保

養
所
利
用
は
、
大
人
5
千
3
3
0円、
尖
(
3

歳
よ

学
生
)
2
千
9
3
0円。
教
育
・

野
外
施
設
利
用
は
、
大
人
3
千
4
0
0円、

尖
(

―
歳
卜
中
学
生
)
1
千
7
0
0円を

助
成

※
い
ず
れ
も
助
成
額
を
超
え
る

宿
泊
料
金
等
は
、
自
己
負
担

申
込
日

▽
国
民
宿
舎
・・・
各
施
設
へ
直
接
予
約
(

必
ず
息
立
区
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ

ー
ム
利
用
と
告
げ
て
、
料
隹
な
ど
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
)
。予
約
後
、譛
旱

当
係
吏
ほ

各
福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
、

利
用
券
の
申
請
等
手
萄
荅
し
て
く
だ

さ
い

▽
区
の
施
設
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
で
販

売
す
る
申
込
(
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
利
用

予
約
手
続
き
後
、
児
童
手
当
係
に
「
宿

韵
者
証
明
願
い
」
の
用
紙
を
電
話
刄
一

求
し
て
く
だ
さ
い

※
い
ず
れ
も
児
童

扶
餐
手
当
証
書
・
児
童
育
成
手
当
支
払

通
知
書
な
ど
、
ひ
と
り
親
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
も
の
と
印
芋
螽
蔘
し

て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
卜
児
童
手
当

係
、
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

・
児
童
扶
養
手
当

対
象
卜区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
6

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
(

障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9歳
1
1ヵ
月
ま

で
)
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で
、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
・
:離

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1
年
以
上
の

遺
棄
ま
た
は
1
年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
懐
胎
し
た
児
童
で
父
の
扶
養
が
な
い

方
/
父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
(
身

体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程
度
)

支

給
が
制
限
さ
れ
る
場
合
卜
所
得
制
限
以

上
の
収
入
が
あ
る
(本
人
お
よ
び
同
居

の
扶
養
義
務
者
)
と
き
/
公
的
年
金
を

受
給
し
て
い
る
と
き
/
児
童
が
父
の
死

亡
な
ど
に
よ
り
公
的
年
金
受
文
給
、
あ

る
い
は
加
給
年
金
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
と
き
/
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き
/
昭
和
6
0年
8
月
1
日
以
降
に

支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ
っ
に
な
っ
た

方
が
5
年
以
上
請
求
し
な
か
っ
た
と
き

手
当
額
(
月
額
)
ト
マ
全
額
支
給
対
象

囈
:
4
万
2
千
3
7
0円

二

部
支
給
対

象
者・
:
2万
8
千
3
5
0円

※
児
童
が
複

数
の
と
き
は
、
2
人
目
5
千
円
、
3
人

目
以
降
3
千
円
を
加
算

密
児
童
育
成
手
当

対
象
卜
昭
和
5
6年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
否
養
育
し
て
い
る
方
:
交
毋
が
離

婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
あ
る
い
は
、

生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母
に
1
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は
母
が
法

令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
/
婚
姻
に
ょ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
で
父
の
扶
養
が
な
い
/
父
ま
た
は
毋

に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
(
身
体
障
害

者
手
帳
I
・
2
級
)

手
当
額
卜
月
額
1

万
3
千
5
0
0円

※
い
ず
れ
も
所
得
制

隕
が
あ
ひ
求
司

児
童
が
施
設
入
所
し

て
い
る
燮
ほ
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
状

況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な

旦
簍
ゐ
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

I
い
ず
れ
も
匚

申
・
問
先
卜
児
童
手
当
係

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
だ
け
で
な

く
、
広
く
地
域
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
経
験
豊
か
な
公
立
、
私
立
保
育
園

の
園
長
・
保
育
士
が
助
言
し
ま
す
(
秘

密
厳
守
)
。

相
談
日
卜
毎
週
木
曜
日
(

午
前
1
0時
～
午
後
4
時
)

※
祝
日
は

除
く

実
施
保
育
園
日
公
立
・
私
立
保

育
園
全
園

相
談
方
法
卜
電
話
お
よ
び

面
接

問
先
卜
保
育
指
導
ま
た
は
保
育

振
興
係

老
人
保
健

一
部
負
担
金
の
減
免
を

受
け
て
い
る
方
へ

現
在
お
使
い
の
、
入
院
時
・
外
来
薬

剤
一
部
負
掴
亟
、
入
院
食
事
負
担
金
(
標

準
負
相
額
)
、
入
院
時
一
部
負
愎
讃
度

額
適
用
の
各
減
免
の
認
定
証
の
有
効
期

間
は
5
月
3
1
日
で
終
了
し
朿
す
。
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
5
月
末
に
申

請
書
を
郵
送
し
嫐
y
。
6
月
以
降
も
必

要
な
方
は
、
改
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
先
卜医
療
助
成
係

ワン ポ イン
ト 健 康術

【ウォーキングでリフレッシュ】
脂 肪を燃 やす ために 効果 的な 有酸素 運動 「ウ ォーキン

グ」を 紹介し ます。これ から の季節、自 然を満喫し な がら
リラ ックス気分で歩いて みまl y よ丐。
・正しく歩いて効果アップ
・あごを引いて背筋を伸ばし
ましょう

・視線はやや遠くを見るよう
にしましょう

・腕は軽くまけて前後にしっ
かり振りましょう

・膝( ひざ) を伸ばしてかか
とから着地しましょう

・歩幅はいつもよりやや広め
に歩きましょう
● チョット気になる消費カロリー
ウォーキングでどれくらいのカロリーを消費するのでし
ょうか? 下の表を参考にして自分なりのウォーキング日誌
をつけてみてはいかがですか。

※ 性別・体重によって個人差があります

さあ 、ウ ォーキングを 始めてみませんか。足立区 には 景色
を楽し めるコ ースがたくさ んあ ります。始めは散歩 から・・・　

《体育課)

公
認
私
立
幼
稚
園
等
に
通
う

園
児
の
保
護
者
の
方
に

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
川
n
一
年
4
月
1
日
以
降
引
き
続
き

区
内
に
居
住
し
て
い
る
3
-
5
歳
児

(
5
年
4
月
2
日
～
8
年
4
月
1
日
生

贏
れ
ま
で
の
園
児
)
を
幼
稚
園
へ
通
園

さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方

補
助
金
の

内
容
卜
表
3

申
込
日
ワ
区
内
の
幼
稚

園
に
在
籍
し
て
い
る
褫
T

各
幼
稚
園

ワ
区
外
の
幼
稚
園
に
在
籍
し
て
い
る
場

合
=
・直
接
窓
口
ま
た
は
各
幼
稚
園

※

申
請
書
は
各
幼
稚
園
、
学
務
課
で
配
布

提
出
期
限
卜
5
月
2
8日

支
払
時
期
卜
1
0

月
下
旬
、
1
2月
下
旬
、
3
月
下
旬
の
3

回
(
予
定
)

問
先
日
学
務
課
振
興

係

表3　 補助金の内容

※ 世 帯 構 成 員 中2 人 以 上 に 所 得 が あ る 場 合 は 、そ れ ぞ れ の 区 民 税 所 得 割 課 税 額 の 合 計 額 で 判定 し ま す

※ 保 護 者 負 担 軽 減 費 は 、 入 園 料 や 保 育 料な ど に よ り 調 整( 減 額) さ れ る 場 合 か あ り ま す

※ 特 別 減 税 や 国 ・ 都 等 の 補 助 要 綱改 正 かあ っ た 場 合 、 対 象 世 帯 お よ び 補 助 金 等 か 変 更 さ れ ま す

区役所無料送迎車

高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
方
、
傷
訶
者
、
妊

婦
等
と
そ
の
介
護
者
を

対
象
に
区
役
所
来
庁
用

と
し
て
、
綾
瀬
・
五
反

野
・
西
新
井
・
梅
酢
の

各
駅
周
辺
か
ら
無
料
の

送
迎
車
を
運
行
し
て
い

串
歹
。
車
イ
ス
2
台
と

一
般
甼

人
ま
で
乗
車

で
章
豕
歹
。
運
行
日
は
、

土
・
日
・
休
匯
等
夲
吸

く
毎
日
で
、
運
行
時
刻

お
よ
び
停
留
所
は
図
の
と
お
り
で
す
。

問
先
卜
庁
舎
管
理
課

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

送迎車時刻表

ル ート: 綾瀬 →五反 野 →鬧 芟墹 → 西 新井→ 梅島 →跟 駕圃 → 綾瀬

※ 時 間は 道路 事情 によ り 前後 しま す

5
月
1
2日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

、
厚
生
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
活
躍
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
区
に
は
5
2
5人
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す

。
児
童
、
心
身
障
害
、
高
齢
者
問
題

な
ど
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
た
ち
の

良
き
相
談
相
手
と
し
て

、
福
祉
の
専
門

的
知
識
を
も
っ
て
解
決
に
あ
た
叮
ま
す

。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
自
宅
に
は

玄
関
に
門
標
が
つ
い
て
い
嫐
y
(
写
真
)
。

こ
れ
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
目
印
。

個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
聿
歹
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
氏
名
、
担

当
区
煢
笄
ほ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

問
先
卜
民
生
係

東
京
都
民
生
委
員

児
童
委
員

◎ ひったくりにご注意! 　前カゴ　肩掛け　裏通り
区内では昨年 中、550件( 1 日平 均1. 5件) のひったくりが発生しています　《千住・西新井 ・綾瀬 ・竹 の塚警察署》



1999 年( 平成11 年) 5 月10 日 あ だ ち 広 報 第1240号 ( 4)

新たな時代に向けて

「足立区行政改革(第二次)」
を改定します

区
は
こ
の
た
び
、
行
政
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し

た
足
立
区
行
政
改
革
大
綱
(
第
二
次
)
と
、
年
度
別
取
り
組
み

を
明
ら
か
に
し
た
実
施
計
画
を
改
定
し

、「
足
立
区
行
政
改
革

大
綱
(
第
二
次
・
改
定
版
)
」お
よ
び
「
行
政
改
革
(
第
二
次
・
改

定
版
)
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

。

従
前
の
行
政
改
革
大
綱
(
第
二
次
)
は
8

年
度
か
ら
の
3

ヵ

年
の
行
政
改
革
に
関
す
る
取
り
組
み
を
示
し
た
も
の
で
あ
り

、

「
事
務
事
業
の
見
直
し

」
や

「
時
代
に
即
応
し
た
組
織
・
機

構
の
見
直
し

」
な
ど
6
つ
の
分
野
に
6
8
の
措
置
事
項
を
定
め

た
も
の
で
し
た

。

そ
し
て
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
結
果

、
8
8
9

年
度
の
2

年
間
で

、

事
業
費

。
人
件
費
を
合
わ
せ
て
2
4
億
8

千
万
円
余
の
経
費
を

節
減
(
1
0
年
度
の
成
果
は
現
在
集
計
中
)

す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
財
源
を
新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
や
区
民
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
な
ど
に
あ
て
て
き
ま
し
た
。

し
か
し

、
次
の
理
由
か
ら
、
従
来
の
行
政
改
革
大
綱
と
行

政
改
革
実
施
計
画
の
改
定
に
あ
た
り
、2

年
間
の
期
間
延
長

や
国
の
指
示
に
基
づ
く
数
値
目
標
を
設
定
す
る
な
ど
、
行
財

政
の
体
質
強
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た

。

改
定
の
理
由

当
初
目

標
を
達
成
で

き
な
い
措
置
事

項
が
残
る

『
足

立
区
行

政
改
革

大
綱
(

第

二

ダ
)
」に
は

、X

の
付
政
改
革
の
狢
本
方

針
と
し
て
次
の
4

点
が
娼
肖

て

い

奔
し
た

。

①
住
民
自
冶
の
観
点
か
ら

、
受
葺
と
負

担
の
あ
り
方

、
公
私
の

機
能
分
廻

、
行

政
の

霖
任
価
域
な
ど
蚕

凹
久
か

に
す
る

②
事
業
全
般
と
組
廠
・
機
構
全
体
を
根

底
か
ら
見
匱
し

、
柔
献
で
効
率
的
な
行

政
運
轡
に
努
忿

③
震
災
や
水
害
な
ど
蘗
急
事
態
へ
の

対

心
が
、
遇
や
か
に
効
果
的
に
行
各
9

侭

制
を
確
立
す
る

J
職
貝
の
能
力
闘
発
な
y
。域
哭

材
活

用
を
進
め

、
あ
わ
せ
て
機
能
的
・
効
果

的
な
鳫
策
蚩
濟
開
す
忝

夕

も

に

、
情

報
公
開
の
徹
底
に
よ
る
わ
か
皋

す
い

区
政
の
実
現
に
努
め
る

こ
れ
ら
の
方
針
に
沿
っ
て

、承

務
事

業
の
見
限
し
(

事
務
事
業
の
県
甕

加

化

、
亊
參

于
続
の

簡
略
化
ぷ

接
遇
の

向

上

、民
問
委
託
等
の

推
延
)
」「
時
代
に
即

心
し

た
組
歌

・
機
構
の
兒

直
し
(

机

廠
・
機
珊
の
晒

葉
肖
理
化

、
公
社
等
の

経
営
改
善
・
再
構
築
等
ご

「
定
6
管
型

お
よ
び
給
与
の

適
正
化
の
推
進
」
嫋

果

的
な
行
政
運
営
と
職
嵋
の
能
力
開
発
等

の
推
進

」「
行
政
の
哂
報
化
の

推
延
等
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
り
同
上

」・『
会
館
等

公
共
施
段
の

設
置
お
よ
び
管
理
迦
営
の

週
正
化
」
の
6

つ
の
分
野
に
6
8
の
措
酉

甼
揶
を
定
め

、
疔

政
改

革
(
第
一

。次
)

実
施
計
画
」
に
劭
っ
て

行
政
収
革
痂
罸

刪
的
に
鼎
め
て
{
菫

し
た

。

し
か
し

、8
年
慶
か
ら
9
J

力
年
計

岡
の
最
終
乍
度
で
あ
る
1
0
年
度
末
貪

一

一
5
に、も

、
当
初
目
標
の

逵
成
に
で
り
ず

に
屶

屍

き
取
り
岨
み

が
必
要
な
僣
せ

事
項
が

、
令
休
の
約
1

割
ほ
ど

残
る
こ

と
か
わ
か
り
ま
し
た

。

都
区

制
度
改
革
・
地
方
分
権
等
奩
日

前
に
し
て

x
政
を
取
り
殊
冫

環
境
は

、
引
霹

煢

く
景
気
低
迷
の

影
響
を
受
け
て

、
大

変

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す

。

そ
う
し
た
中

、
東
京
都
と
2
3
区
の
長

年
の
懸
案
で
あ
っ
た
郡
区
御
度
改

革
が
1
2

年
度
か
ら
実
現
す
る
運
び
ぐ
な
り
ま

し
た

。
こ
れ
に
よ
り

、
今
ま
で

都
汨

部
団
体
的
な
位
置
付
け
で
あ
っ
た

特
別

区
は

、
一
股
の

「
市

」
並
み
の
插
腮

的

自
片
休
と
な
り
ボ
罵

こ
れ
に
伴
い
1
2
年
度
か
ら
は

、
こ

れ

ま
で
都
か
実
施
し
て
き
た
捫
掃
事
業
を

は
じ
め
温

三
a

々
な
事
務
事
某
を

、x

が
自
己
の
呀
任
で
実
陬
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
里

叭

詆

だ
、1
2
年
慶
か
ら
は
国
に
災
中
し

て
い
る
様
々
な

植
限
を
地
方
に
番
譲
し

て
い
く
地
方
分

権
も
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
う
し
た
変
化
に
よ
っ
て

も
た
ら
き

れ
る
大
忝

な
厩
任
を

、
区
か
区
民
の
斬

六
ん

に
と
っ
て

。
番
身
粢

泌
置

と
し

て

尖
た
し
て
い
く
た
め
に
は

、
行
財
欧

の
体
罰
を
伍
化
し

、
簡
素
で
効
率
的
な

紐
織
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

。

す
で
に
準
備
の
始
ま
っ
て
い
る
介
護

保
険
制
度
の

導
入
二
あ

わ
せ
て

。
そ
の

川
い
手
と
し
て
の
拏
鷲

強
化
が

、
区
に

と
っ
て

泡
務
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま

す

。

改
定
の
経
過

今
多
く
の
関
係
者
の
こ
意
見
を
聴
き
な

が
らげ

政
改
や
は

、
安
定
的
な
区
民
サ
ー

ビ
ス
金

貨
匹
す
る
た
め
区
か
一
九
と
な

っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

萄
で

㈹

し
か
し

、
行
政
改
革
に
は

、

区
民
の
皆
さ
ん
の
生
冊
へ
彫
響
膏

腰

寸

七
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

。

そ
こ
で
今
回
の
改
定
で
は

、
各
椙
酋

事
項

淀

み
以

自
や
問
題
点

、
今
後
の

に
通
竝

ど
に
つ
い
て
7

内
の

意
見
を

取
り
李
こ
め

、
調
整
な

が
ら
改
羝
皈

の
累
冤
っ
く
n
を

始
め
ま
し
た

。

そ
し
て

、
区
民
口

々
に
よ
り
組
啾

さ
れ
る

「
足
立
K

行
收

改
ぞ
推
進
委
n

余
(

会
長
日
松
本
敏
郎
足
立
区
町
会
迎

合
会
会
長

ご
の
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た

う

凡
で

、(足
寸
区
行
政
改
革
推
進
本
部

余

部
長
卜
区
長
)
」
で
決
定
し

、
区

議

公
の

「
行
政
改
差
調
査
特
別
委
り
余
」

に
報
告
し
ま
し
た

。

こ

う
し
て

、
た
く
さ
ん
の
関
係
者
の

恵
見
や
要
叨
を

収
り
入
れ
な
が
ら

、
改

定
弔
務
を
延
め
て
浙
汞

し
た

。

改
定
の
骨
子

基
本
方
針
・
措
置
事
項
は
据
え
置
き
2

年
間
延
長

り
年
1
1
月
M
H

、
口
片
省
か
ら

「
地

方
口
治
・
新
時
代
に
対
乙
し
た
地
力
公

八
卜
休
の
卜
政
改
吊
推
進
の
た
め
の
指

針

」
が

。下
さ
れ
ま
し
た

。
こ
れ
は

、
地

力
分
咆
の
受
け
川
と
な

り
地
力
自
冶
体

に
対
し

、
行
政
改
荼
男

向
性
を

ぶ
す

と
と
も
に

、
行
政
改
革
へ
Q

目
霓
苳

り

収
り
糾
み
煢

よ
ひ
価
極
的
に
推
進
す

る
よ
う
安
詞
し
た
も
の
で
し
た

。

足
立
区
行
政
改
革
大
綱
(
第
二
次
一

は

、
「
行
政
改
革
推
趨
委
曼
r

挈
ひ
　

「
行
政
改

革
推
進
本
部
」
に
よ
り

、
こ

の
指
針
の
十
旨
奩

笵

す
も
の
で
心

勺

こ
と
か

既
に
唯
認
さ
れ
て
い
ま
し
た

。

こ

れ
を
県

ホ

え
、
今
回
の
改
定
で

は

従
釆
の

基
本
方
針

、
措
置
事
項
奮
で
の

ま
ま
据
え
瞳
き

、
以
り

机
み
だ

瘧

と

な
巨

心
い
措
置
郤
項
に
つ
い
て

川
門
を

延
艮
し

、
囗
摩
漂
呎
に
向
け
て

引
き
続

き
取
ひ
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た

。

ま
た

、1
2
平
変
に
都
区
制
慶
改
革
や

地
力
分
咥

、
介
護
～

ぐ
石

只
迴

化
か
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め

、
闡
間
の

延
長
を
2

年
間
と
し

、1
2
年
度
ま
で
の

取
皇

宮

し

床
」官
卜

具
体
的
で
目
に
見
え
る
取
り

組
み
へ

自
治
竹
の

指
針
に
は

、
行
政
改
輩
の

目
標
と
迂
成
度
合
を
ぼ
民
の

皆
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
く
客
観
的
に
お

知
ら
せ
す

掌

つ
示
さ
れ
て
い
嫐
7

。X
は

迴

口
賢
咫
の
適
正
化
」
や

「
公
社
罅
の
兄

回
し
」
な
ど
の
措
置
事
項
に

数
値
日
噤

か
葮

定
し
ま
し
た

。

真
の
基
礎
的
自
治
体
め
ざ
し
て

厳
し
い
財
政
環
境
の

巾
、
区
政
は
大

忝
碵

花

を
逎
え

る
こ
と
と
な
口
ま

す

。

限
ら
れ
た
財
源
の
巾
で

、
ま
す
ホ
萋

様
化
す
る
区
民
ニ
ー
ズ
を
襾

確
に
と

ら

え
、
施
策
化
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご

理
解
が
辱
穴

弔
十
分
な

况
明
を
し
て

い
く
こ
と
、
こ
釟

裕

膵
叨
自
治
体
と

し
て
の
区
に
諏
せ
ら
れ
た
貴
務
で

す
。

区
諱

訖
勁

茗

大
綱
(

第
二
次
・

改

定
版
)
お
よ
び
行
政
改
革
(
令
二
次
・
改

定
版
)

実
施
叶
画
に
伍
4

改

革
を
遥

め
、
こ
れ
か
ら
の
2

ヵ
乍
で

頁
の
貉
礎

的
口
お
体
の
上
台
を
築
い
て
い
満
車

罵
　

行
政
改
革
の
飛
進
に
あ
た

っ
て
は
、

何
と
言
っ
て
も
区
民
の

皆
さ
ん

の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後

も
行
政
改
革
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

行政改革に関する

お司い合わせは

企画課 へ
3880- 5111㈹

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

行
騅
吸
革
は
、
従
求
の
行

騅
収
革
大

綱
に
定
め
負

て
い
た
染
本
方
針
や
抛

き
事
項
に
沿

っ
て
引
き
斫
登
4
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

今
後
の
尖

絞

り
畢

が
を
砲
介
し
ま

す
。補

助
金
の

整
理

合
理
化

柿
助
金
の

整
理
合
理
化
に
は
大
変
な

困
難
か
伴
い
零
7

が
。「
楠
助
金
兒
心
し

幕
準
」
に
よ
る
口
危

し
汲

ぞ
晟
聞
な
く
4

め
、
公
孚
で
週
正
な
補
助
金
の
あ
り

方
夲
求

め
て
い
癶
汞

す
。

公
有
財
産
の
有
効
活
用

匕
地
開
発
公
社
が
陌
も
し
て
い
る
十

地
に
駐
車
場
を
閧
・設
し
て
町
効
活
用
を

図
っ
て
章
ま
し
た
が
、
充
却
も
含
め
た

検
討
奮

竹一
7
こ
め
、
ぼ
内
に
検
討
組
吸

を
設
苣
し
ま
し
た
。

障
客
者
保
護
雇
用
事
業
の

本
格
実
施

一
股
企
業
へ
の
就
労
が
困
難
な
剣
的

障
害
考
の

保
躪
歴
用
の
場
夲
確
保
し
て

い
膏
譱

す
。
1
2年
度
ま
で
に
1
2
思

索

、

1
4人
の
・
屈
用

実
現
を
め
さ
し
巫

匙

自
主
設
計
の
推
進

新
築
・
改
修
工
凖
、
道
路
丁
事
、
公

園
な
ど
の

貎
計
に
あ
た
り
、
戝
員
の
枝

術
力
の
向
卜
と

委
託
料
の
節
減
の
た
め
、

自
上
設
計
金

珥
進
し
て
い
浙
汞

す
。
4

学
識
擁
護
制
度
の
見
直
し

学
莖
の

交
通
事
故
は
下
校
後
に
多
い

と
言
わ
れ
て
い
巫

覡

学
童
擁
護
職
貝

は
辺
鸚
本
補
允
を
屈

め
、
交
通
安
全
指

霾
口
に
よ
る
交
通
安
全
教
斤
の
泥

又
を

図
つ
て
い
章

尽
T

。

学
校
機
械
警
備
の
推
進

学
校
警
備
の
機
械
化
と

と
も
に
、・退

職
不
補
允
に
よ
る
警
備
職
a

の
削
減
を

延
め
て
い
癶
汞

す
。

区
立
幼
稚
園
の
配
置
お
よ
ひ
麌
園
対

象
児
年
齢
の
見
直
し

現
在
5
圜
念

区
立
幼
稚
園
の
う
石
2

園
の

廃
園
や
、
3

汲
喝
保
n

の
全
剛

実
施
の
た
め
、
利
川
考
等
関
係
弓
や
近

隣
の
私

立
幼
驚
園
の
理
解
を
刄

な
が
ら

検
討
・
準
備
を
延
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
調
理
の
民
間
委
託

調
垠
王
。亊
は
退
峨
不
補
充
と
し
、
幸

救
給
食
調
理
の
民
間
窟

を
迎
め
て
い

瀲
禾

て

▽
日
年
尽
・・
9
咬

▽
1
2
乍
度
・
・・
8
校

口

込
み
)

効
率
的
組
織
へ
の
再
編
成

1
2年
度
か
ら
、
滔
掃
事
業
や
介
護
保

険
な
ど
の
新
規
早
業
か
闘
始
さ
れ
ま
す
。

新
規
の

事
業
の

受
け
入
れ
に
際
し
て

部
・
屎
の

数
の
増
を
極
力
抑
制
し
、
闍

素
で

効
率
的
な
紅
織
を
禍
築
す
る
た
め

に
「
組
織
整
備
倹
乱
委
口
余

」
裏

逅

し
、
組
職
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
つ

て
い
ま
す
。

公
社
等
の
見
直
し

現
在
公
社
等
か
取

り
叭
ん
で
い
る

「
公
社
等
改
亟
実
施
計
回
」
に
基
づ
く

自
己
家

童

さ
ら
に
延
め
る

ぐ
と
も
に
、

吮
鳫
合
に
き
1
2

年
度
ま
で
に
1

公
列

を
削
厩
し
て
い
空

屡
y
。

定
員
管
理
の
適
正

化

現
斤
ま
で
の

実
績
に

基
づ
き
、
9
-
1
2

年
度
の
4
ヵ

年
で

、
8
年
度
職
員

総
定
畝
了
千
7
3
1
人
)
の
6
.
5
%
湎
人
)

の
限
い
を
削
減
し
ポ
可

マ
1
1
呷
度
・
・
・
8
5
人
剛
減
(
凵
霑
み
)

〉
1
2
印
腿
・
・
-
7
1
人
剛
雌
一
一
往
み
)

職
員
研
修
内
容
の
見
直
し
・
能
力
開

発
研
修
の
実
施

地
力
分
権
時
代
歌

心
え
、
地
方
自
治

体
に
と
っ
て
、
皿
策
形
既
能
力
の
豊
か

な
珮
a
聚

冐
或
し
て
い
く
こ
も

学
(
き

な
課
題
で
す
。
区
が
目
己
責
任
に
圦
つ

い
て

、
社
会
経
。済
消
勢
に
柔
軟
か
つ

的

湮
に
対
心
し
て
い
く
体
制
を
嶝
え
て
い

く
た
め
、
接
遇
の
改
羨
も
含
め
、
戰
M

叮
成
の
指
針
呉

笘

「
人
材
育
成
基
本

方
針
」
を
策
定
し
て
い
浙
汞

す
。

保
健
衛
生
総

合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開

発
ぼ
健
・
衛
生
哂
報
の

蓄
積
と
刀
听
に

よ
り
保
健
・
衛
生
行
政
を
科
学
的
に
推

尨
し
、
区
氏
の
健
康
維
持
・
増
進
素
ヱ

援
す
鳶

め
、
保
健
衛
生
絎
合
情
報
シ

ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
零
墨

八

区
民

サ
ー
ビ
ス
の

向
に冫

夊

㈹
魍
の
抑
制
が

琴

懽

汽

て
い
ま
す
。

自
転
車
を
利
用
す
る
方
へ

西
新
井
駅
周
辺
　
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
な
ら
」
が
街
の
迷
惑
に

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
M
m

以
内
啻
回
転
眼

籃

鞏

止
区
域
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
禁
比
区
域
内
に
攸
躇
否

れ
た
自
転
車
は

。
撤
去
し
て
自
転
車
移

送
所
に
邇
ぴ
保
管
し
ま
す
。
自
転
車
を

引
癶
取

る
際
は

撤
去
料
と
し
て
2
千
円

を
羂
め
て
い
た
だ
さ
軍
歹
。
ま
た
、
徼
云

曝
2
ヵ
月
奮

警

荅

と
刄

貧
¥

ヂ

の

で

、
ご
生
噂
く
だ
さ
い
ぷ

莇

・
通

学

な
ど
で
毎
囗
利
用
さ
れ
る
刀
は

駐
巾
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

区
営
自
転
車
駐
車
場

西
新
井
火
町
駐
車
鳩
・
=丙
新
井
栄
町
1

-
1
3
-
1
9a

へ
5
6
8
1
)
1
9
4
0

西
新
井
東
駐
申
場
・・・
栗
原
―
-
7
'
5
　
　
　
a
(
1
5
2
)
6
9
0
5

酉
新
井
西
駐
車
場
・
・
庵

原
―
-
1
-
1
　
　
　

霖
(
3
8
8
0
)
7
3
9
2

西
新
井
剛
駐
車
場
・
・・
梅
島
3
-
2
8
1
1
　
　
　

霖
(
3
8
8
0
)
7
3
9
3

酉
新
井
無
料
駐
卑
場
…
丙
新
井
栄
町
2

民
営
自
転
車
駐
車
場

か
ぎ
み

駐
軸
場
…
西
新
井
栄
町
2
F
7
-
8
a
(
3
a
6
)
1
3
1
3

ひ
る
た
駐
輛
場
・
・・
西
新
井
栄
町
2
-
7
-
2
a
(
1
)
1
0
3
4

鈴
木
啀
輌
場
丿
酉
新
卵
栄
町
9
1
-
3
1
8
　
　
　
s

(
3
a

丁
)
2
9
7
2

斎
藤
駐
韜
場
・
;
栗
愿
J
-
1
-
6

さ
(
3
8
4
9
)
3
2
3
4

内
原
駐
輌
啝
・
・
柴
原
1
-
7
2
3

S
(
3
8
8
3
)
3
8
6
4

牛
込
駐
輪
塲
・・
東
原
1
7
s

さ
(
3
8
8
3
)
2
3
1
5

木
下
駐
幀
場
・
=西
新
井
栄
町
2
-
'
D
-
2
　
　
　

き
(
3
8
8
9
)
8
8
0
1

内
村
駐
巾
塒
…
西
新
坏
悛
町
9
』5
3
　
　
　
a
(
3
8
8
7
)
4
7
1
0

平
尾
自
転
中
預
か
り
研
・
・・
西
新
井
栄
町
2
5
-
1
5

さ
(
3
8
8
7
)
3
5
3
2

西
新
井
サ
イ
ク
ル

バ
ー

タ
・・
・
西
新
井
栄

町
―
-
ロ
ー
ー
1
2

a
(
3
8
4
9
)
6
9
6
2

・

自
転
車
移
送
所

竹
の
塚
移
送
所
・・・
Ⅲ
伊
叫
町
3
6
光
(
竹

の

参
酒
掃
工
蛎
沿
い
東
武
線
高
架
下
)

6
月
1
日
　
竹
の
塚
南
自
転
車
駐
車
場
が
移
転

竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地
区
第
1

穐
市
街

地
再
開
発
弔
業
に
伴
い

、
伊
鬨
町
大
境

、

竹
の
塚
南
自
t
m

駐
市
場
か
a
月
3
1
日

を
も
っ
て
閉
場
し
ま
す

。
そ
こ
で
新
た

に

、6
月
1

日
か
ら

竹
の
塚
南
自
雁
車

駐
巾
場
(

四
竹
の
塚
1
1
4
5
)

が

オ
ー
ブ
ン
し
廖
冢

新
し
い
駐
車
場
は
、
2

階
郤

しで

、

カ
ー
ド
方
式
に
よ
叉

退
場
膏
理
シ
ス

テ
ム
瓜

導
入
し
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム

は
利
用
名
に
カ
ー
ド
黔
配

布
し
。
カ
ー

ド
夲
愾
用
し
て
駐
市
場
の
ゲ
ー
ト
の
開

閉
を
行
い
聿
7
の
で

、
利
用
者
以
外
の

入
場
が
制
服
さ
れ
、
利
用
者
裳

全
性

が
高
ま
2

胥

。

す
で
に
自
転
巾
駐
車
譽

氣

用
し
て

い
る
力
は
、
継
続
の
予
統
咨

于

る
だ

け
で
今
ま
で

と
同
じ
く
利
用
で
ま

子

。

利
用
者
カ
ー
ド
は

、
継
続
の

手
纃
き
の

夂

泛

交
付
に
ま

す

。
新
た
に
自
転
巾

駐
皿
塲
を
利
用
し
た
い
方
は

、
お
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

お
問
い
合
わ
せ
は
自
転
車
係
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

西新井駅周辺自転車放置禁止区域

訪
問
千
住
公
証
役
場

公
証
役
場
の
仕
事

公
・
痊
役
塲
は
祁
内
に
4
5
力
所
あ
り

、

足

立
区
に
は
千
住
公
証

役
場
か
あ
り
ま

す

。
こ
こ
に
は

、
法
務
大
臣
か
ら
任
命

奮

冗
け
た
公
証
人
が
い
て

、
公
正
疵
斟

の

作
既

、
私
文
S
の
詔
証

、
遺
g

状
の

暝
既
な
ど
蚤

吁
っ
て
い
ま
す

。

公
正

。証
濳
と
は

、
公

証
人
が
作
成
す

る
公
文
再

。
金
銭
・
土
地
な
ど
の
貸
借

に
つ
い
て
の
契
約
一
取
引
膏
公
証
人
が

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り

、
そ
の

。疸
拠
が

公
に
認
め
負

心
チ

。
で
す
か
ら
万
一

裁
判
に
な
っ
て

も

、
公
正
吐
河
公

れ
J

茗

む

り
り
ロ
ー
か
容
易
に
乞

の
で

す
。問

題
解
決
が
ス
ム
ー
ズ
に

履
近
、
増
え
て
い
る
の
が
邇
。盲
状
の

作
成
に
つ
い
て

の
和
談
で
す
。
遺
・
バ
に

は

、
す
べ
て
鷽
口
分
で
作
成
し
た
自
筆

証

懋
蓆
一
回

、
公
証
役
場
で
遺
巵
の
内

容
を
凵
・頭
で

伝
え
、
公
証
人
か
削
成
す

る
公
正
証
濳
邇
言
の
2

つ
が
あ
り
ま
す

公
正
証
書
凋
詞
は

、
法
律
に
長
く
た
す

さ

わ
っ
た
公
証
人
か
作

成
す
る
公
ズ
肖
互

ふ

ら

、
法
的
に
厚
実
で
、

豕

収

争

。
支

公

圧

哇
癆
湍
河
の
原

本
は
、

公
・
証
役
場
の
蠏
庫
に
保

存
さ
れ
、
紛
失
の
恐
れ

も
な
く
、
秘
密
も
厳
東

に
守
5
%

ま
す
。

相
談
は
無
料

公
正
証
獅
の
作
成
に
は
所
定
の
手
畝

料
が
か
か
9

手

か
、
相
衣
は
無
科
で

す
。
來
庁
相
談
は
居
住
地
を
隕

心
し
ま

せ
ん

。
な
お
、
唇

荻

の
作
成
に
つ
い

て

は
、
都
内
屶

な
ら
出
張
も
吁
う
て

い
圭

夕
。

塲
・
問
先
卜
千
庄
公
証
役
場
〒
1
2
0
・

0
0
3
4
千
哇
2
-
5
-
1
須
川
ピ
ル
5

附

き
(
3
a
2
)
1
1
7
7

A ピ ル の5 階 に 千 佳 公 証役 場が
あ り ます

▲ 気 畦 に ご 相 缸 く た・さ い

学

校

ア
ル

バ

ム

花畑第一小学校
花畑1- 29- 1

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
咀
の

精
神
を
基
調
と
し
、
心

口
と
も
に
健
康
で
、
知
性
戸
感
性
に
富

み
、
学
校
や
地
域
を
愛
し
広
く
国
際
社

会
に
お
い
て

。
信
頼
と
尊
敬
の

郷
ら
れ

爻

間
性
蕪
か
な
実
践
力
9

の
る
児
莖

の
苻
成
啻
の
さ
し
、
次
の
目
憬
を
頡
疋

す
る
。

す
十
ん

で
考

芟

罕

閲
苛

思
い
や
り
の
あ
る
子

健
康
で
た
く
ま
し
い
子

【
沿
革
】

▽
昭
和
3
8
年
9
月

化
畑
小

学
校
分
校

と
し
て

設
立

▽
昭
和
匍
年
1
月

花

畑
第
一
小
学
校
と
し
ア
分

離
開
校

▽

昭
和
4
6
年
4
月

化
畑
5
小

学
校
分
離

闘
稜
)

昭
和
4
7
年
4

月

花
畑
東
小

学
校
分
離
開
校
ワ
昭
和
5
2
年
2
月

ぼ
併
究
奨
励
校
(
社
会
)
研
究
発
表

マ
ギ
吸
4
年
度
I
6
年
度
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
腮
励
阿
及
事
業
協
力
校
V
平
成

7
年
度
～
9
年
慶
同
・
推
進
校
▽

平
晩
7

年
H

月

創
立
3
0
周
年
記
念
V

平
成
1
1
年
3

月
末
現
在

卒
業
生
総

数
4
千
6
3
5入

〉
平
成
1
1
年
4

月
現

在
1
2

学
紋
、
児
莖
歌
3
7
8人

【
永
島
國
雄
校
艮
先
生
か
ら
】

だ
れ
に
で
も
明
る
い
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
の
で

滯
る

子
か
た
く
さ
(
い
ホ
罵
　

子
が

迥

ち
の
心
と
落
の

健
康
の
た

め
、
持
久
走
・
縄
跳
び
・
俳

句
鳶
卮

ど
に
挑
峨
さ
せ
、
目
標
達
碼
へ
の
意
欲

と
心
身
の

向
上
を
め

さ
し
て
い
ま
す
。

花畑中学校
花畑1- 31- 1

【
教
育
目
標
】

『
信
・
望
・
愛
』
の

校
訓

を
根
幹
と

し
た
人
問
尊
重
の
精
神
を
尿

調
と
し

、

生
狂
学
習
廿
荅

の
笑
現
受

図
る
と
と

も

に
、
敢

か
な
籵
簽
の
形
成
に
貢
献
す
る

心
身
と
も
に
健
康
で
人
問
斡
簽

か
な

生

徒
の
杳
成
を
め
さ
し

、
次
に
掲
げ
る

視

点
に
立
っ
て
教
育
を
羅
進
す
る
。

胃

ら
考
え
創
零

叉

②
素
肛
で
思
い
や
り
の
蜀
?
(

③
健
康
で
た
く
ま
し
い
人

【
沿
革
】

▽
昭
和
3
9
年
4

月

第
十
三
中
幸
校
分

校
と
し
て
設
立

〉
昭
利
4
1
年
4
月

花
畑
中
学
校
と
し
て
分

驟
開
校

▽
昭

和
4
3年
1
1
月

東
京

都
咥
計
教
弯
研
究

指
定
校
研
究
発
表
v

昭
和
5
9
年
4
月

東
京
都
「
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
育

活
動
連
携
推
進
」
研
究
指
定
校
V

平

成
5

年
1
0月

文
邵
省
武
辺
推
進
研
究

指
定
校
全
国
発
表

▽
平
成
7

年
1
1
月

創
立
3
0周
年
記
念

▽
。平
成
H

年
3

月

末
現
在

卒
業
乍
逗

数
8
千
2
7
4人

▽

平
晩
1
1
年
4
月
現
在
1
3

学
級
、
牛
征

数
叩
(

【
石
野
田
豊
一
校
長
先
生
か
ら
】

肝
段
か
ら
「
学
校
の
に
お
い
り
寸
る

学
校
作
り
」
受
口
綟
に
陶
げ
、
教
職
員

一
丸
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
物

的
環
境

、
人
的
環
境
作
り
に
配
慮
し
て

い
ま
す
。
牛
徒

も
明

費

、
授
業
を
ほ

旨

委
員
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
部
活

動
な
ど
に
広
く
取
り

砠
ん
で
い
ま
す
。
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く
ら
し
の
情
報

国
保
・
税
・
年
金

国
保
「
海
の
家
・

山
の
家
」

・
優
先
受
け
付
け

国
保
加
入
者
の
方
は
往
復
(
ガ
キ
に

よ
る
申
し
込
み
(
優
先
受
け
付
け
)
が

で
き
ま
す
。
対
象
卜
足
立
区
の
国
保

加
入
者
で
H
年
1
月
分
ま
で
の
保
険
料

素
九
納
し
て
い
る
方
申
込
卜
往
復
(

ガ
キ
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
国
保
の
記
号
番
号
と
利
用

者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
を
明
記
期

限
卜
5
月
1
4
日
～
3
1
日
消
印
有
効

・
空
き
室
の
申
し
込
み

受
け
付
け
開
始
卜
万
国
保
加
入
者
・
:
6

月
3
0日

▽
区
内
在
住
・
在
動
者
:
-
7

月
5
日

申
込
卜
電
話

-

い
ず
れ
も
トト

衒
默
卜
表
I

※
く
わ
し
く
は
4
月
下

旬
に
送
付
し
た
「
国
保
だ
よ
り
」
4
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先
卜
国

民
健
康
保
険
課
庶
務
係

〒
1
2
0
・
R
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

表1　 国 保「海の家・山の家 」

該
当
し
て
い
ま
せ
ん
か
?

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
と
、
病

院
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
衵
亟
が
表
2
{

と

罸
晏
く
な
9
手

。
嵳
鏐
鯱

証
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
該
当
す
る

場
合
は
、
切
n
會
え
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

対
象
卜
①
老
齢
ま
た
は
退

職
を
事
由
と
す
る
厚
生
年
金
、
共
済
年

貧
笞
(

国
民
年
金
は
除
く
)
を
受
給

し
て
い
る
7
0歳
未
満
の
方
で
、
年
金
加

入
期
間
が
2
0年
以
上
ま
た
は
4
0歳
以
降
1
0

年
以
上
あ
り
そ
の
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
/
②
「
①
」
と
同
様
に
加
入
し

受
給
権
は
あ
る
が
、
障
害
・
遺
族
年
金

を
選

択
し
受

給
し
て
い
る

方
/

③
「
①
」

「
②
」の
扶
養

家
族
の
万

※
①
②
③
と

も
孝
人
保
健

法
該
当
者
は

除
く

申
込

卜
年
金
証
書
(
老
齢
・
退
職
年
金
の
証

書
で
被
保
険
者
期
間
の
記
載
が
あ
忝
も

の
)
/
国
民
健
康
保
険
証
を
窓
口
に
持

参

※
年
金
証
書
が
届
い
て
か
ら
、
1
4

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い

申
先
日
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
課

問
先
日
国
民
健
康
保
険
課

資
格
賦
課
係

表2　 自己負担の割合

※ 保険料は変わりません

徴
収
嘱
託
員
募
集

対
象
卜
区
内
在
住
の
3
0
歳
か
ら
6
3
歳
ま

で
の
方
内
容
卜
主
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
国
民
保
険
料
の
集
金
期
間
卜
8
月

1
日
～
1
9
一
年
7
月
3
1
日
定
員
卜
若
干

名

勤
務
条
件
日
月
に
1
8日
動
務
(
休

日
、
夜
間
も
含
む
)

給
与
卜
基
本
給
(

日
額
5
千
4
7
0円)
十
能
率
給
、
平
均
1
6

万
1
千
円

手
取
り
)

申
込
卜
自

筆
履
歴
書
と
作
文
「
我
が
家
の
健
康

法
」
(
8
0
0
字
程
度
)
を
持
参

選
考
方

法
卜
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

期
限
卜
5

月
2
1日

申
・
問
先
卜
国
民
健
康
保

険
課
滞
納
整
理
第
丁

二
係

届
け
出
は

お
済
み
で
す
か

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど
に
新
た

に
加
入
さ
れ
た
夫
(
妻
)
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
万
は
、
第
3
号
被
保

険
者
の
届
け
出
を
し
て
匯
認
を
受
け
る

だ
け
で
、
第
3
号
被
保
険
者
(
自
ら
保

険
料
の
納
付
は
あ
n
ま
せ
ん
)
と
し
て

侭
り
れ
ネ
す
。

転
職
し
て
厚
生
年
金
・
共
済
樊
[
な

ど
に
引
続
き
加
入
し
て
い
る
夫
(
妻
)

に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
方
も
、
第
3

号
被
保
険
者
(
引
き
続
き
保
険
料
の
納

付
は
あ
り
ま
せ
ん
)
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

届
け
出
は
、
区
民
事
務
所
ま
た
は
国

民
年
金
屎
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
日
国
民
年
金
屎
適
用
係

国
民
年
金
推
進
員
が

夜
間
・
休
日
も

訪
問
し
ま
す

ひ
こ
り
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
年
金

制
度
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

加
入
者
宅
に
直
接
お
伺
い
し
、
国
民
年

金
保
険
料
の
収
納
や
加
入
喪
失
届
の
受

け
付
け
・
相
診
芦
萎
行
い
嫐
歹
。
昼

間
留
守
の
方
に
は
夜
間
(
午
後
&
時
ま

で
)
や
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
に
も
訪
問

し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
推
進
貝
は
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。
問
先
卜
国
民
年
金
課
推

進
係

軽
自
動
車
税
の

納
税
は

5
月
3
1日
ま
で
に

H
年
4
月
1
日
現
在
、
バ
イ
ク
や
軽

自
動
車
な
ど
秬
所
有
し
て
い
る
方
に
、

1
1
年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

お
送
卩
¥
戈
納
期
限
は
5
月
3
1
日

で
す
。
お
早
め
に
近
く
の
銀
行
、
郵
便

局
お
よ
び
区
・
課
税
課
、
区
民
事
務
所

の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問

先
H
軽
自
動
車
税
係

改
正
さ
れ
ま
し
た

特
別
区
民
税
・

都
民
税

・
税
制
改
正
に
伴
い
、
1
1年
度
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す

マ
土
地
な
ど
に
係
る
分
離
長
期
譲
渡
所

得
(
一
般
)の
税
率
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
(
表
3
)
。

マ
土
地
の
譲
胯
な
ど
に
係
る
事
業
所
得

な
ど
の
課
税
の
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く

な
り
ま
し
た
(
珀一
年
1
月
1
日
か
ら
1
2

年
1
2月
3
1日
ま
で
の
間
の
譲
渡
)
。

呂

辺
期
所
有
土
地
の
譲
渡
な
ど
に
係

る
事
業
所
得
等
の
課
税
の
特
例
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

▽
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
控
除
額
等
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
(
表
4
)
。

マ
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
が
引
き
上

げ
ジ
れ
ま
し
た
(
表
5
)
。

・
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

マ
最
高
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
(

表
6
)
。

マ
定
率
減
税
が
行
わ
れ
ま
す
。

個
人
の
住
民
税
の
所
得
割
額
か
ら
定

率
減
税
額
を
控
除
し
ま
す
。
定
率
減
税

額
は
、
所
得
割
額
の
1
5
%
(
4
万
円
が

限
度
)
で
す
。

-

い
ず
れ
も
トト

問
先
n
課
税
課

表3　 分離長期譲渡所得の税率

表4　 所得控除額
表5　 所得割の非課税限度額

※ 加算額は家族を有する場合

表6　 所得割の 税率

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡 例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

便利で安心な
口座振替 を!

特別区民税

都民税
国民健康保険料
国 民 年 金 保 険 料

申
込
卜
窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、
通
帳

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

申

先
卜
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融
機

関
(
郵
便
局
を
莟
む
)
、
ま
た
は
区
掴
当

窓
口
、
区
民
事
務
所

問
先
卜
▽
特
別

区
民
税
・
都
民
税
・・
-納
税
屎
整
理
係

マ
国
民
健
康
保
険
料
…
国
民
健
康
保
険

課
収
納
管
理
係

万
国
民
年
金
保
険
料

…
国
民
年
金
屎
保
険
料
係

掲
示
板

・
新
規
学
卒
者
募
集
の
た
め
の
事
業
主

説
明
会

日
時
卜
5
月
2
6日
團
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新

井
文
化
ホ
ー
ル

問
先
卜
(
ロ
ー
ワ
ー

ク
足
立

昔
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

・
1
1年
度
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
は

お
済
み
で
す
か

労
働
保
険
料
(
雇
用
保
険
料
と
労
災

保
険
料
)
は
、
す
で
に
郵
送
さ
れ
て
い

る
申
告
書
に
保
険
料
を
添
え
て
、5
月
2
0

日
ま
で
に
最
寄
り
の
銀
行
毒
決
郵

便
局
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問

先
日
▽
藤
色
の
申
告
書
・
:東
京
労
働
経

済
局
雇
用
保
険
部

a
(
5
3
2
0
)
4
7
3
2

マ
黒
色
の
申
告
書
・
:東
京
労
働
基
準
局

労
思
滔
用
課登

(
3
8
1
4
)
5
3
1
1

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

▼
5
月
1
6日
剛

諏
訪
木
西
公
園

午

前
9
時
～
午
後
2
時

※
雨
天
の
燮
1
5

月
2
3日
㈲
/
1
0
0区画
/
出
店
料
無
料

～
2
千
円
/
電
話
/
大
島

登
(
3
8
8
0
)
8
2
3
0
y

5
月
2
9
日
出
・
3
0
日
向
東
栗
原
団

地
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天

中
止
/
圈
区
画
/
出
店
料
無
料
～
2
千

円
/
電
話
/
大
島

昔
(
3
a
o
)
8
2
3
0

y
5
月
3
0
日
即
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)
午
前
9
時
～
午

後
3
時

蒸
笑
中
止
/
1
0
0区画
/
出

店
料
千
円
/
電
話
/
金
子

昔
(
5
6
8
1
)
6
0
7
7

y
6
月
6
日
興

区
役
所
南
側
広
場

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中

止
/
1
0
0
区
回
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/

吉
岡
・
一
一
(
3
8
4
3
)
6
1
8
6

▼
6
月
6
日
囘
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)
午
前
9
時
～
午

後
3
時

※
雨
天
中
止
/
7
0区
画
/
出

盾
料
千
円
/
電
話
/
斎
藤

a
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

特
定
事
業
者
の
方
へ
　
地
域
振
興
券
の
換
金
に
つ
い
て

▽
換
金
申
し
出
は
、
登
録
し
た
金
融
機

関
で
行
い
ま
す
。
手
続
き
に
必
要
な
も

の
は
、
特
定
事
業
者
登
録
証
、
地
域
振

興
券
、
地
域
振
興
券
取
次
依
頼
書
で
す
。

万
金
融
機
関
が
区
に
取
阻
沿
罨
行
う

の
は
、
―
力
月
に
原
則
1
0日
、2
0日
、3
0

日
の
I
回
で
す
。
金
融
機
関
の
取
り

窖
こ
め
は
店
舗
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

▽
換
金
は
口
座
振
ひ
込
み
で
す
。金
融

機
関
か
ら
取
ひ
次
ぎ
依
頼
が
あ
っ
て
か

ら
、振
ひ
込
み
ま
で
約
1
週
間
か
か
り

零
y
。

マ
換
金
の
申
し
出
期
間
は
H
月
3
0日
ま

で
で
す
。

問
先
H
地
域
振
興
券
相
談
コ
ー
ナ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
3
4
(

直
通
)

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

1
0年
度
回
収
実
績
　
乾
電
池
3
2
t
、紙
パ
ッ
ク
3
1
t

現
在
、
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
9
1

力
所
、
紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
は
8
9力

所
、
公
共
施
収
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

ホ
歹
。
回
収
夲
竡
め
て
か
ら
1
0年
度
ま

で
の
回
収
量
は
乾
電
池
(
3
年
度
開

始
)
が
約
1
7
0
t、紙
パ
ッ
ク
(
4
年
度

開
始
)
が
約
2
6
0
t
で
T

。

皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が
、
ご

み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
り
よ
ろ
し
く

お
願
い
泌

紊

。
{リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
}

□ 水防演習《東京消防庁第六方面本部( 足立区・第六消防方面内各消防署・千住・足立・西新井各消防団) 主催》　日時=5月20日( 木) 、午前9時～午後O時30分　
場所= 荒川右岸河川敷( 千住大川町32 番先) 　 内容= 各種 水防工法、救助活動ほ か　 ※ 見学自 由　問先= 千住消防 署 　3882- 0119
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生

活

環

境

住
居
表
示
板
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
で
、
街
区

表
示
板
と
家
屋
の
玄
関
等
に
取
9
叮
け

て
あ
る
町
名
・
住
居
番
号
表
示
板
(
緑

色
の
ア
ル
ミ
板
)
の
、
破
損
・
紛
失
な

ど
に
つ
い
て
実
態
調
杏
を
行
い
康
司

調
査
は
、
7
月
下
旬
ま
で
の
予
定
で
、

区
の
腕
章
を
付
け
た
委
託
業
者
が
行
い

朿
す
。
ご
協
一
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
対

象
区
域
日
加
賀
一
～
二
丁
目
・
皿
沼
一

圭
二丁
目
・
入
谷
一
大

丁
目

問
先

卜
戸
籍
住
民
課
管
理
係
(
住
居
表
示
担

当
)

建
築
基
準
法
が
5
月
1
日
に

改
正
さ
れ
ま
し
た

今
回
の
改
正
で
は
、
特
に
建
物
の
安

全
性
か
確
保
す
る
こ
と
か
ら
、工
事
途

中
の
建
物
等
の
中
間
検
査
制
度
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
規
制
緩
和
の
一
環
と
し
て
、

民
間
機
関
で
も
、
建
築
確
認
業
務
が
行

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
改
正
に
合
わ
せ
て
許
可
な
ど

の
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
建
築
審
査
課
・
建
築
調
査
課

燃
え
な
い
建
物
を

建
て
る
方
に
助
成
し
ま
す

区
で
は
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
都
市
防
災
不
燃
化
促
進

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
燃
化
促
進

区
域
内
で
事
業
実
施
期
間
中
、
一
定
の

基
準
に
合
っ
た
不
燃
建
築
物
奎
建
て
る

方
に
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
、
建
物

の
不
燃
化
岑
促
進
し
て
い
ホ
y
。
こ
の

区
域
内
で
建
物
の
建
築
を
お
考
兄
の
方

は
ぜ
ひ
'
揃
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建

築
工
事
着
手
ま
で
に
助
成
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

実

施
区
域
・
期
間
占

放
射
H
号
線
地
区
(

荒
川
以
北
Q
尾
久
橋
通
り
)…
1
8年
3

月
3
1日
ま
で

マ
中
央
本
町
・
梅
島
地

区
…
1
3年
1
月
3
1日
ま
で

※
不
燃
化

促
進
区
域
と
は
、
放
射
H
号
線
の
道
路

の
両
側
か
ら
お
お
む
ね
3
0
m以
内
の
区

域
、
お
よ
び
中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部

区
域
で
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
卜
防
災
ま
ち
づ
く

り
係

催
し
物
ガ
イ
ド

観
光
協
会
主
催

区
内
施
設
め
ぐ
り

日
時
卜
6
月
1
1
1
1

一
日
窗
、
午
前
8

時
3
0
分
、

区
役
所
正
面
入
口
集
合

内
容
卜
し
ょ

う
ぶ
沼
公
園
(
し
ょ
う
ぶ
観
賞
)
、
生
物

園

、
都
市
農
業
公
園

、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
(

ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
)
な
ど
の
見
学

対
象
卜
観
光
協
会
会
員
と
そ
の
家
族
お

よ
び
区
内
在
住
の
方

定
員

卜
4
0人
(

抽
選
)

費
用
昔

観
光
協
会
会
員
…

千
5
0
0円

▽
会
員
家
族
・
:
2
千
円

口

一
般
・
-・
2
チ
5
0
0円
(
当
日
現
地
で
支
払

い

、
昼
食
付
き
)

申
込
卜
往
復
(

ガ

キ
に
希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名

、
年

齢

、
電
話
番
号

、
会
員

人
認

家
族

。

一
般
の
別
、「
区
内
施
設
め
ぐ
り
希
芦

と
明
記

※
(

ガ
キ
ー
枚
で
4

人
ま
で

申
し
込
み
可

。
返
信
(

ガ
キ
の
表
に
代

表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い

。
重
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
H
5
月
2
5日
消
印
有
効

申
・
問

先
卜
観
光
協
会
(
産
業
振
興
課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
―
-
1
7
1
1

花
の
栽
培

講
習
会

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議

合

で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
し
て
、

花
の
栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
日
5
月
2
1
日
窗
、午
後
2
時
～
4

時

場
所
ト
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

内

容
ト
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
育
て
方

対

象
卜
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
卜
6
0

人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申

込
卜
電
話

期
限
卜
5
月
1
7日

申
・

問
先
日
地
域
振
興
課
育
成
係

地
域
ギ
ャ
ラ
リ
ー

現
代
美
術
展

日
時
卜
5
月
1
5
日
出
～
2
1
日
蚩
、正
午

1
午
後
7
時
(
最
終
日
は
午
後
5
時
ま

で
)

場
所
卜
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

費

用
卜無
料

問
先
卜
艾
化
振
興
係

青
年
講
座

「
カ
ヌ
ー
体
験
」

日
時
卜
5
月
3
0日
囲
・
6
月
6
囗
旧

午
前
1
0時
～
正
午

場
所
八
江
戸
川
河

川
敷
(
J
R
三
郷
駅
鉄
橋
下
)

対
象
卜

朷
め
て
カ
ヌ
ー
に
乘
る
高
校
生
以
上
の

青
年
男
女
(
泳
げ
忝
人
に
限
る
)

定

員
卜
2
5人
(
先
着
順
)

費
用
日
5
0
0
円
(

傷
害
保
険
料
)

申
込
卜
電
話

申
・

問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

容
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

子
ど
も
映
画
会

日
時
卜
5
月
1
5
日
山
、午
後
2
時
3
0
分
～

3
時
4
0分

内
容
日
「
が
ん
ぱ
れ
ス

イ
ミ
ー
」「
ラ
ス
カ
ル
の
冒
険
」

費

用
日
無
料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
卜
千
住
児
童
館

a
(
3
8
8
2
)
2
7
6
[
`
J

家
庭
用
は
か
り

無
料
検
査

日
時
等
卜
▽
5
月
2
5日
㈹
…
東
和
セ
ン

タ
ー

マ
5
月
2
7日
岑
・・江
北
セ
ン
タ

ー

い
ず
れ
も
午
前
1
0時
I
午
後
4
時

対
象
卜
体
温
計
/
寒
暖
計
/
体
重
計
/

料
理
用
は
か
り
/
血
圧
計
(
腕
や
手
首

に
腕
帯
を
昜
い
て
計
る
タ
イ
プ
)

費

用
卜
無
料

申
込
卜当
日
直
接
会
場
へ

問
先
卜
消
費
者
セ
ン
タ
ー

容
(
3
8
8
0
)
5
3
8

に
J

第
1
6期

あ
だ
ち
女
性
大
学

2
1世
紀
に
は
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
多
様
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
国

で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
制
定

の
勦
き
も
あ
9

手
か
、
実
際
に
は
ま

だ
ま
だ
女
性
の
抱
え
て
い
る
問
題
が
あ

ひ
嫐
T
。
今
回
は
話
し
合
い
を
中
心
に

身
近
な
問
罌
百
ず
凡
、
今
後
ど
の
よ

う
に
社
会
と
関
わ
っ
て
行
ぐ
か
を
考
え

ま
す
。

日
時
等
卜
表
7

対
象
卜
区

内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
女
性

官
員

卜
4
0人

費
用
卜
無
料
(
た
だ
し
宿
泊

研
修
は
実
費
)

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
参
加
動
機
(
廻
f
程
度
)
、

「
女
性
大
学
希
望
に
と
明
記
(
全
回
出
席

が
原
則
)

※
保
育
(
2
歳
以
上
学
齢

前
)
を
希
望
頁
男
は
、お
子
淮
ん
の
名

前
、
性
別
、
生
年
月
日
も
明
記
。5
月
2
7

日
に
保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。

期
限
卜
5
月
2
4日
消
印

有
効

場
・
申
・
問
先
川
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
1
1

容
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表7　 第16期あだち女性大学　助言者・辻 智子氏(お茶の水女子大学研究員)

※ いずれも木曜日、午後8時45分～日時45分

「
成
人
の
日
の
集
い
」

検
討
会
委
員
募
集

最
近
「成
人
惑
の
意
義
や
あ
り
方

が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。式
典
の
運

営
方
法
や
記
莟
迴
ど
の
意
見
・
希
望

を
話
し
合
い
、2
1
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

成
人
の
日
の
集
い
」を
考
え
ま
す
。

対
象
卜
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
5

年
4
月
1
日
生
贏
れ
の
成
人
と
な
っ
た

方
、
あ
る
い
は
新
成
人
夂
茗

方

内
容
卜
会
議
を
今
年
9
月
ご
ろ
ま
で
に

4
回
程
度
、午
後
6
時
～
8
時
(
予
定
)

定
員
卜
5
人
～
1
0
人
程
度
申
込
卜
電

話

申
・
問
先
卜青
少
年
課
調
整
係

消
費
生
活
の
専
門
講
師
を

派
遣
し
ま
す

対
象
卜
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

が
中
心
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
(
砂
苡

占

内
容
ト
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
・

訪
問
販
売
な
ど
悪
質
商
法
の
手
口
と
予

防
、
ま
た
は
皆
さ
ん
が
調
査
研
究
し
て

い
る
消
費
生
活
問
題
で
セ
ン
タ
ー
が
認

め
る
も
の

申
込
卜日
時
・
場
所
・
内

容
を
亊
前
に
電
話
連
絡
し
、
そ
の
後
申

請
書
を
提
出

※
場
所
は
、
申
請
者
が

用
意

申
・
問
先
日
消
費
者
セ
ン
タ
ー

a
(
3
8
8
0
)
5
3
8

″
Q

教

育

相

談

学
校
に
行
く
の
夲
澡
が
る
、
言
葉

が
遅
い
な
ど
。
お
孑
さ
ん
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
面
接
相
談

日
時
卜
毎
週
月
人
曜
日
(
祝
日
を

除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
申

込
卜電
話

塲
・
申
・
問
先
卜
教
育

研
究
所

容
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室昔

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

`
一
一
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

・
電
話
相
談

日
時
卜
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を

除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

申
・
問
先
卜
教
育
研
究
所

容
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
ま
ち
鹿
沼

足
立
区
と
鹿
沼
市
は
野
外
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
設
以
来
、
サ

ッ
カ
ー
こ
ア
ニ
ス

ーマ
ラ
ソ
ン
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
が
深
ま
り
、

平
成
4
年
1
0月
1
日
に
都
市
提
携
を
結

び
ま
し
た
。
昨
年
は
市
制
5
0周
年
を
記

念
し
、
足
立
区
役
所
か
ら
鹿
沼
市
役
所

ま
で
1
0
0キロ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ

れ
、
友
好
の
き
ず
な
を
更
に
深
め
ま
し

た
。
今
年
は
新
た
に
「
ふ
れ
あ
い
体
験

農
園
」
も
ス
タ
ー
ト
し
、
市
民
交
流
が

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

鹿
沼
市
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
首

都
圏
か
ら
1
0
0整m以
内
と
い
う
好
立
地
を

活
か
し
て
食
糧
供
給
基
地
と
な
っ
て
お

り
、
な
か
で
も
ニ
ラ
・
イ
チ
ゴ
は
日
本

一
の
生
産
を
誇
っ
て
い
ホ
罵

一
方
、

豊
か
な
森
林
資
源
を
背
景
に
木
の
文
化

か
育
ま
れ
、
秋
祭
の
主
役
と
し
て
豪
快

に
市
内
を
ね
り
歩
く
彫
刻
屋
台
や
建
具

な
ど
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
木

の
ふ
羮
呂
伝
統
工
芸
館
や
川
上
澄
生

美
術
館
、
屋
台
の
ま
ち
中
央
公
園
(
屋

台
展
示
館
・
掬
翠
園
)
は
、
新
し
い
鹿

沼
の
文
化
の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
串
歹
。
こ
の
機
会
に
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

・

主
な
イ
ベ
ン
ト

9
月
2
3
日
ま
で
…
川
上
澄
生
美
術
館
特

別
展
「
詩
集
の
川
上
澄
生
ン
5
月
2
9

日
-
:
さ
つ
き
祭
り
・
花
火
大
会
/
5
月

2
9
日～
6
月
7
日
-
:
さ
つ
き
祭
り
/
9

月
1
9
日
:
生

子
神
社
泣
き
相
撲
/
m

一
月
9

日
・
1
0日
・
:秋
祭
り
/
1

月
9
1一日
:
'

花
市
/
3

月
4
日
・
5

日
・
-・
板
荷
の
ア

ン
バ
様

問
先
卜
鹿
沼
市
観
光
物
産
協

会
a
0
2
8
9
(
6
0
)
2
5
0
7

区

ふ

暸
交
流
課
都
市
提
携
係

鹿
沼
の
名
園
「
掬
翠
園
」

イラスト・身近な話 題を募集 中!

みんな の
ペ ー

ジ

申・問先= 広報係
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

花
だ
よ
り
が
楽
し
み

佐
々
木
ふ
じ
子
さ
ん
(
西
保
木
間
在
住
)

い
つ
も
「
花
だ
よ
り
」
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
花
が
大
好
忝
な
私
は
、

ベ
ラ
ン
ダ
で
花
を
育
て
て
い
ま
す
。「
芹

だ
よ
り
」
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
、
地

図
を
痔
っ
て
自
転
車
に
乗
り
見
に
行
っ

て
い
ま
す
。

※
広
報
課
よ
り
…
1
0
日
～
1
4
日
、
区
役

町
卜疣
だ
よ
り
原
画
展
を
開
催
中
で
す

投
稿
募
集
中

毎
月
1
0
E号
9
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
。

皆
さ
ん
の
身
近
な
出
来
事
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真

も
大
歓
迎
で
す
。

申
込
卜
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
(
学
年
)
、
電
話
番

号
、
希
望
す
る
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
明

記

申
・
問
先
卜
広
報
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

◎ あだち広 報エクスプ レス7 月号 投稿募集　テーマ= 「私 の好き な場所」　申込= 住所 、氏名、年齢、職業、電話番 号を明 記し 、400字 程度に まとめて郵送
またはフ ァク スで　期限=5 月17 日　申・問先= 広報係　〒120- 8510 中央 本町1- 17- 1 　3880- 5111 ㈹　FAX3880- 5610



1999 年( 平 成11 年) 5 月10 日あ だ ち 広 報第1240 号 ( 8)

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
1
3
)

上
沼
田
東
公
園

「
こ
ん
に
ち
胼

園
内
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
人

々
が
気
持
ち
よ
く
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
野
球
場
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
、
活
気

に
満
ち
た
公
園
で
す
。

汗
を
流
す
だ
け
で
は
な
く
、
草
木
の

緑
の
中
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
も
味
わ

え
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
の
遊
具
の

近
く
に
は
ケ
ヤ
キ
で
囲
ま
れ
た
空
間
か

あ
り
ま
す
。
そ
よ
風
に
吹
か
れ
な
が
ら

木
陰
で
読
書
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

せ
っ
か
く
の
い
こ
い
の
場
所
で
す
か

、

管
理
人
に
よ
る
と
ご
み
の
置
き
去
り
が

多
い
そ
う
で
す
。
こ
の
公
園
だ
け
に
限

り
ま
せ
ん
が
、
後
始
末
は
責
任
を
痔
つ

て
行
い
ま
し
ょ
う
。(

広
報
課
)

a
桧
一
1
0
-
1
‘
黔
士
日
暮

里
駅
～
足
立
流
通
セ
ン
タ
ー
行
き
)

江
北
六
丁
目
団
地
入
口
下
車
'
m

は
、
東
武
バ
ス
(
西
新
井
呎～
皿
沼

福
)

粟

子

目
澗

謳

…

…

▲ テ ニ スコー ト( 2 面)

▲ 遊具とケヤキ

花 だ よ り

捩 花

ラ
ン
の
仲
間
隘
局
貴
な
雰
囲
気
で
、

孤
高
に
生
き
る
も
の
が
多
い
な
か
、
本

種
だ
け
は
た
い
へ
ん
庶
民
的
な
育
ち
方

を
し
ま
す
。

河
川
敷
や
庭
の
芝
ま
な
ど
に
野
生
し
、

か
わ
い
い
淡
紅
色
の
小
花
を
多
数
暎
が

せ
ま
す
。

名
前
の
由
来
は
、
花
穂
が
ね
じ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

別
名

嶇
ジ
ズ
リ
″
と
も
い
わ
れ
、

こ
れ
は
花
穂
の
ね
じ
れ
か
ら
、
モ
ジ
リ

グ
サ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
福
島
県
で
有

名
な
染
め
布
で
あ
る
信
夫
捻
摺
と
の
語

呂
合
わ
せ
に
よ
り
モ
ジ
ズ
リ
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

{公
園
緑
地
課
}

捩
花
が
見
叭
れ
る
と
こ
ろ

二
二

、(畄

市
農
業
公
園
(

鹿
浜
2
-
4
4
)

※
皆
さ
ん
も
河
川
敷
を
燬

策
し
て
み
て

く
だ
さ
い

。
捩
花
を
は
じ
め

、
思
わ
ぬ

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

植
物
の
和
名
渓
字
は
当
て
字
も
あ

(
ま
す
が
、
興
味
あ
る
字
が
多
い
の
で
い
)
　

介
し
て
い
ま
す

絵: 内田花子さん( 興野二丁目)

文
化
団
体

連
合
会
の
催
し

・

文
団
連
セ
ミ
ナ
ー

区
内
3
1
の
団
体
が
加
盟
す
る
足
立
区

文
化
団
体
連
合
会
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い

ま
す

。
今
回
は
区
内
在
住
の
落
語
家

、

克

単

菊
若
さ
ん
に
よ
る
お
話
も
あ
り

ま
す

。

日
時
卜
5
月
3
0
日
収

、
午
後
2

時

場
所
卜
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
卜
足
立
の
文
化
(

落
語
・
日
本
舞

踊
に
つ
い
て
・
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ツ
シ
ョ

ン
シ
ョ
古

・

「
美
遊
展
」

咲
き
誇
る
皐
月
を
ほ

じ
め

、
文
団
連

加
盟
1
1
団
体
に
よ
る
合
同
展
示
を
行
い

ま
す

。

日
程
等
ト
ワ
5

月
2
6日
～
3
1

日
・
:
皐
月
・
盆
景
・
園
芸
・
川
柳
・
魚

拓
・
舞
踊
衣
装
等

▽
6
月
1

日
～
7
[

リ
・
手

芸
・
短
歌
・
俳
画
・
江
戸
友

禅
・
陶
芸
等

場
所
卜
区
役
所
1

階
口

ビ
ー

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
いI

い
ず
れ
も
ト
ト

費
用
卜
無
料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
卜
文
化
振
興
係

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

地
域
指
導
者
養
成
講
座

「
冒
険
=

未
体
験
ゾ
ー
ン
へ
の

勇
気
の
一
歩
」

日
程
等
日
表
―
の
通
り

場
所
卜
青
年

セ
ン
タ
ー

対
象
日
青
少
年
団
体
活
動

な
ど
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
そ
の
ほ
か

興
味
の
あ
る
方

費
用
卜
無
料

申

込
卜
電
話

期
限
卜
5
月
2
8日

申
・

問
先
日
少
年
育
成
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1　 地域指導者養成講座日程表

※ いずれも水曜日、午後7時～9時

スケッ チあだち
このコーナーではまちの情 報・話題を

お 待ちしていま す。

問先= 広 報 係 　3880- 5111 ㈹

元気いっぱい!
手
作
り
鯉
の
ぼ
り

4
月
1
2日
か
ら
大
谷
田
谷
中
児
童
館

で
始
ま
っ
た
鯉
の
ぼ
り
作
り
。
不
織
布

に
、
小
学
生
た
ち
が
ク
レ
ヨ
ン
で
好
き

な
色
を
塗
り
ま
し
た
。
完
成
す
る
と
子

ど
も
た
ち
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、
全

長
2
.
4
m。ひ
ご
い
、
ま
ご
い
、
吹
き
流

し
と
全
部
で
3
種
類
で
瀲
沃
し
た
。
元

気
い
っ
ぱ
い
な
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た

だ
け
に
、
元
気
に
5
月
の
空
を
泳
い
で

い
ま
す
。こ
の
鯉
の
ぼ
り
は
、5
月
中

旬
ま
で
児
童
館
の
館
庭
に
飾
っ
て
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▲ 大きな布に、熱心に色を塗る

春が咲く!
花いっぱい
コンクール

4
月
9
日
、
春
の
「
花
い
っ
ぱ
い
コ

ン
ク
ー
ル
」
審
査
会
が
青
空
の
も
と
4
8

力
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
査

会
は
花
壇
を
育
成
し
て
、
学
校
や
地
域

の
人
た
ち
が
連
帯
感
を
深
め
る
た
め
の

も
の
で
す
が
、
花
た
ち
に
と
っ
て
は
今

が
ま
さ
に
旬
!
百
花
繚
乱
と
ば
か
り
に
、

審
査
対
象
の
花
壇
に
は
、
足
立
区
の
花

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
を
含
め
、
得
意
げ

に
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。
な
か
に
は
、
数
色
の
花
を
便
い
分

け
、
足
立
区
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
埀

ど
っ
た
花
壇
も
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ
は
「
花
の
育

成
に
よ
る
明
る
く
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
」。地
域
の
人
た
ち
の
花
づ
く
り
へ
の

情
熱
が
、
地
域
密
着
の
身
近
な
花
壇
と

し
て
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

西
新
井
第
三
団
地

自
治
会
の
花
壇

あか　しろ　きいろ
色とりどり

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
大
花
壇

昨
年
は
、
ピ
カ
チ
ュ
ウ
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
花
壇
で
注
目
】を
集
め
た
都
市
農
業

公
園
の
大
花
壇
。

今
年
は
、
よ
り
多
く
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
'
」と
か
ら
、

一
万
株
・
7
0種
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
色

と
り
ど
り
に
花
壇
を
つ
く
り
ま
し
た
。

原
種
・
交
配
種
・
新
種
を
含
め
、
め
7

ら
し
い
み
ど
り
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や

み
ご
と
な
八
重
咲
き
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
、
お
お
ぜ
い
の
来
園
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
ぐ
れ
ま
し
た
。

笑
い
で
町
お
こ
し

4
年
目
を
迎
え
た
伊
興
寺
町
寄
席

於
…
法
受
寺

4
月
1
0
日
、
午
後
7

時
、
伊
興
町
狭

間
に
あ
る
法
受
寺
で
は
、
評
判
の
伊
興

寺
町
寄
席
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
主
催

者
罍
=
川
さ
ん
(

東
伊
興
町
在
住
)
は
　

「
三
社
祭
り
の
浅
草
か
ら
越
し
て
き
て

、

何
と
な
く
物
足
口
な

い
感
じ
が
し
た
ん

で
す

」
そ
ん
な
と
き

、
落
語
通
の
坂
田

さ
ん
(

東
伊
興
町
在
住
)
と
意
気
投
合

。

「
寄
席
で

、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
町
に
し
た
い
と
い
う
の
が
き
っ
か
け

で
す

。
そ
れ
と
こ
の
辺
の
お
寺
が
浅
草

か
ら
越
し
て
き
た
の
も
何
か
の
級
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
」。怪
談
牡
丹
燈
篭
ゆ
か

り
の
寺
、
法
受
寺
ご
住
職
の
難
波
さ
ん

は
「
寺
は
地
域
の
人
た
ち
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
だ
と
思
う
ん
で
す
。
吉
川
さ
ん

か
ら
の
提
案
に
は
、
大
賛
成
で
し
た
」

と
振
旦
膏
蚤
す
。

当
日
は
、
区
内
在
住
の
落
語
家
・
柳

濟

鶴

匠
ら
丈

が
古
典
落
語
の
世

界
へ
誘
い
ま
す
。
本
堂
内
は
笑
い
と
拍

手
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
秋
は
1
0月
2

日
に
開
催
、
木
戸
銭
5
0
0
円
を
持
っ
て
出

か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

第2 回東京・荒川市民マラソン

3
月
2
8日
収
、
板
橋
区
か
ら
足
立
区

の
荒
川
河
川
謇
遲
擅
す
る
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
(
4
2・
1
9
5㎞)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。4
7

都
道
府
県
か
ら
8
千
用
人
が
参
加
し
、8

千
5
8人
望
歪
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
か
ら
身
体
障
害
者
に
よ

る
車
イ
ス
1
0㎞
レ
ー
ス
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

▲ 虹の広場近 くでは和太鼓も応援

▲ 荒川 の自然を満喫しながらゴールをめざす

古紙配合率70% 再生紙を 使用しています O. S. K　237, 000


